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英
国
で
は
一
九
五
七
年
に
、
同
性
愛
と
売
春
を
刑
法
で
規
制
す
べ
き
か
ど

う
か
に
つ
い
て
検
討
し
た
「
ウ
ォ
ル
フ
ェ
ン
デ
ン
報
告
（T

he W
olfenden 

R
eport

）」
が
出
さ
れ
た
。
当
時
、
英
国
で
は
同
性
愛
行
為
は
刑
罰
に
よ
っ
て

禁
じ
ら
れ
て
い
た
。
成
人
同
士
の
私
的
な
同
性
愛
行
為
の
非
犯
罪
化
を
勧
告
し

た
同
報
告
書
は
、
大
き
な
社
会
的
反
響
を
呼
ん
だ
。
ハ
ー
ト
・
デ
ブ
リ
ン
論
争

は
、
こ
れ
を
契
機
と
し
て
生
じ
た
、
法
と
道
徳
の
関
係
を
め
ぐ
る
論
争
で
あ

る
。
そ
の
名
の
と
お
り
、
こ
の
論
争
は
、
英
国
の
法
哲
学
者
ハ
ー
ト
と
高
名
な

裁
判
官
デ
ブ
リ
ン
卿
を
中
心
に
行
な
わ
れ
た
。
論
争
は
、
簡
単
に
言
え
ば
、
社

会
の
成
員
の
多
く
が
同
性
愛
を
不
道
徳
だ
と
考
え
て
い
る
場
合
に
、
こ
の
事
実

を
理
由
に
し
て
同
性
愛
を
法
に
よ
っ
て
禁
じ
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
か
、
と
い
う

問
い
を
め
ぐ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

同
性
愛
の
非
犯
罪
化
と
い
う
テ
ー
マ
自
体
は
、
今
日
に
お
い
て
は
い
さ
さ
か

古
び
て
し
ま
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ

）
2
（

。
だ
が
、
こ
の
論
争
に
お
い
て
は
、「
他
人

に
危
害
を
加
え
な
い
限
り
、
個
人
の
自
由
は
制
限
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
」
と

す
る
ミ
ル
の
他
者
危
害
原
則
を
中
心
に
、
法
に
よ
る
道
徳
の
強
制
を
認
め
る

リ
ー
ガ
ル
・
モ
ラ
リ
ズ
ム
の
立
場
や
、
本
人
の
利
益
の
た
め
に
法
に
よ
る
強
制

を
認
め
る
パ
タ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
立
場
が
詳
細
に
論
じ
ら
れ
て
お
り
、
た
と
え
ば

安
楽
死
や
代
理
出
産
の
規
制
、
あ
る
い
は
ポ
ル
ノ
規
制
や
夫
婦
別
姓
の
是
非
な

ど
、
今
日
で
も
論
争
が
続
い
て
い
る
問
題
を
考
え
る
上
で
非
常
に
示
唆
に
富

む
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
。
英
国
で
は
今
日
で
も
法
哲
学
の
教
科
書
に
必
ず
と

い
っ
て
よ
い
ほ
ど
取
り
上
げ
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
日
本
で
も
同
様
と
思
わ
れ

る
）
3
（

。

　

以
下
で
論
じ
る
よ
う
に
、
ハ
ー
ト
・
デ
ブ
リ
ン
論
争
は
、
功
利
主
義
と
直
観

主
義
の
論
争
と
い
う
、
英
米
倫
理
思
想
史
に
お
い
て
長
く
続
い
て
い
る
論
争
の

一
側
面
と
理
解
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
法
が
道
徳
を
強
制
す
る
こ
と
は
許
さ
れ

る
か
と
い
う
問
い
を
め
ぐ
る
論
争
の
背
景
に
は
、
そ
も
そ
も
法
に
よ
っ
て
強
制

さ
れ
る
道
徳
は
ど
の
よ
う
な
性
質
の
も
の
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
に
し
て
認
識
さ

れ
る
の
か
、
ま
た
、
立
法
に
あ
た
っ
て
参
照
さ
れ
る
べ
き
原
則
は
ど
の
よ
う
な

性
質
の
も
の
で
あ
る
の
か
、
と
い
っ
た
問
い
に
関
す
る
論
争
が
存
在
す
る
。
こ

の
論
争
に
お
け
る
立
場
の
違
い
を
、
功
利
主
義
的
な
そ
れ
と
、
直
観
主
義
的

な
そ
れ
と
理
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ハ
ー
ト
・
デ
ブ
リ
ン
論
争
全
体
を
よ
り

よ
く
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
以
下
で
は
、
最
初
に
ウ
ォ
ル

論
　
　

説

ハ
ー
ト
・
デ
ブ
リ
ン
論
争
再
考（

１
）

児
　

玉
　
　
　

聡
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フ
ェ
ン
デ
ン
報
告
に
つ
い
て
そ
の
時
代
背
景
を
含
め
て
紹
介
し
、
次
に
ハ
ー

ト
・
デ
ブ
リ
ン
論
争
に
つ
い
て
の
教
科
書
的
説
明
を
行
な
っ
た
あ
と
、
こ
の
論

争
を
功
利
主
義
対
直
観
主
義
と
い
う
枠
組
み
で
理
解
す
る
と
ど
う
い
う
こ
と
が

明
ら
か
に
な
る
か
を
説
明
し
た
い
と
思
う
。

1
．
ウ
ォ
ル
フ
ェ
ン
デ
ン
報
告

（
1
）
報
告
書
の
背
景

　

ウ
ォ
ル
フ
ェ
ン
デ
ン
委
員
会
の
名
前
は
、
当
時
は
レ
デ
ィ
ン
グ
大
学
の
副
学

長
で
、
後
に
大
英
博
物
館
の
館
長
を
務
め
た
委
員
長
の
ジ
ョ
ン
・
ウ
ォ
ル
フ
ェ

ン
デ
ン
（Sir John W

olfenden, 1906― 1985
）
の
名
前
に
由
来
す
る
。
正
式

名
称
は
「
同
性
愛
犯
罪
と
売
春
に
関
す
る
委
員
会
（T

he C
om

m
ittees on 

H
om

osexual O
ffenses and P

rostitution

）」
で
あ
り
、
一
九
五
四
年
に
設
置

さ
れ
た
。
そ
の
目
的
は
、「（
a
）
同
性
愛
犯
罪
に
関
連
す
る
法
律
と
実
践
お

よ
び
そ
う
し
た
犯
罪
に
よ
り
裁
判
所
で
有
罪
宣
告
を
受
け
た
人
々
の
扱
い
と
、

（
b
）
売
春
お
よ
び
不
道
徳
な
目
的
で
の
勧
誘
に
関
連
し
て
、
刑
法
に
抵
触
す

る
犯
罪
に
関
す
る
法
律
と
実
践
」
を
検
討
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
十
三
人
の
委

員
か
ら
な
る
同
委
員
会
は
、
三
年
間
の
検
討
を
経
て
、
一
九
五
七
年
に
一
五
五

頁
の
報
告
書
を
公
表
し
た
。
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
『
ウ
ォ
ル
フ
ェ
ン
デ
ン
報
告
』

で
あ
る
（
以
下
、「
報
告
書
」）。
こ
の
報
告
書
は
出
版
後
数
時
間
で
初
版
五
千

部
が
売
り
切
れ
た
と
言
い
、
大
き
な
社
会
的
注
目
を
集
め
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
（B

B
C

 O
n T

his D
ay

）。
以
下
で
は
、
売
春
に
つ
い
て
論
じ
た
部
分
に
関

し
て
は
省
略
し
、
も
っ
ぱ
ら
同
性
愛
犯
罪
に
関
す
る
部
分
の
み
を
紹
介
す
る

）
4
（

。

　

当
時
、
男
性
間
の
同
性
愛
行
為
（
肛
門
性
交
、
強
制
わ
い
せ
つ
、
わ
い
せ
つ

行
為
等
）
は
、
五
ポ
ン
ド
以
上
の
罰
金
か
ら
終
身
刑
ま
で
の
刑
罰
が
課
さ
れ
る

可
能
性
が
あ
っ
た
。
た
と
え
合
意
の
あ
る
成
人
男
性
間
で
秘
密
裏
に
行
わ
れ
る

も
の
で
あ
っ
て
も
犯
罪
行
為
で
あ
っ
た
（
報
告
書
五
五
頁
）。
実
際
、
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
と
ウ
ェ
ー
ル
ズ
で
は
、
一
九
五
六
年
三
月
末
ま
で
の
三
年
間
に
、
二
一

歳
以
上
の
成
人
男
性
四
八
〇
名
が
、
同
意
の
あ
る
成
人
男
性
と
自
宅
な
ど
の
私

的
な
場
で
行
な
っ
た
同
性
愛
行
為
で
有
罪
に
な
っ
た
。
こ
の
う
ち
、
一
二
一
名

は
公
共
の
場
所
（
公
園
、
広
場
、
ト
イ
レ
等
）
で
も
行
為
に
及
ん
で
い
た
。
ま

た
、
同
じ
く
四
八
〇
名
中
五
九
名
は
、
二
一
歳
以
下
の
相
手
と
同
性
愛
行
為
を

し
て
い
た
。
報
告
書
で
は
、
警
察
の
調
書
に
基
づ
き
、
い
く
つ
か
の
事
例
が
紹

介
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
を
見
て
み
よ
う
。

五
三
歳
の
Ｅ
は
、
三
一
歳
の
Ｆ
と
同
性
愛
行
為
を
犯
し
た
と
し
て
有
罪
と

な
っ
た
。
以
下
は
調
書
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。「
犯
罪
が
発
覚
し
た
の
は
、

自
分
よ
り
も
ず
っ
と
若
い
男
性
と
過
ご
す
こ
と
が
多
い
こ
と
で
知
ら
れ
て
い

た
E
が
、
夜
中
に
、
自
分
が
勤
め
て
い
る
店
に
戻
る
こ
と
に
警
察
が
気
づ
い

た
と
き
で
あ
っ
た
。
彼
は
F
と
一
緒
で
あ
り
、
二
人
は
し
ば
し
ば
真
夜
中
を

過
ぎ
る
ま
で
店
か
ら
出
て
こ
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
。
店
の
外
か
ら
は
十
分
に

中
の
様
子
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
た
め
、
警
察
は
F
に
職
務
質
問
を
し
た
。
彼

は
、
二
年
以
上
に
わ
た
り
、
E
と
同
性
愛
行
為
を
定
期
的
に
し
て
い
た
こ
と

を
認
め
た
。
E
に
も
職
務
質
問
が
行
わ
れ
、
F
と
同
性
愛
行
為
を
し
た
こ
と

を
認
め
た
。」（
報
告
書
八
一
頁
）
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同
性
愛
犯
罪
が
当
時
問
題
に
な
っ
て
い
た
の
は
、
一
つ
に
は
検
挙
数
が
増
え

て
い
た
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
一
九
三
一
年
に
は
同
性
愛
犯
罪
の
認
知
件
数
は

六
二
二
件
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
一
九
四
一
年
に
は
一
三
二
四
件
、
一
九
五
一

年
に
は
四
八
七
六
件
、
一
九
五
五
年
に
は
六
六
四
四
件
で
あ
っ
た
（
報
告
書

二
一
〇
頁

）
5
（

）。
ま
た
、同
性
愛
犯
罪
に
関
連
す
る
「
ブ
ラ
ッ
ク
メ
ー
ル
（
恐
喝
）」

も
問
題
に
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
報
告
書
に
は
以
下
の
よ
う

な
事
例
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

四
九
歳
の
Ａ
は
、
三
五
歳
の
Ｂ
と
映
画
館
で
出
会
っ
た
。
そ
の
後
、
二
人
は

Ａ
の
自
宅
に
行
き
　

同
性
愛
行
為
に
及
ん
だ
。

七
年
間
に
わ
た
り
、
Ｂ
は
Ａ
の
自
宅
を
定
期
的
に
訪
れ
、
二
人
は
毎
回
同
性

愛
行
為
を
し
た
。

そ
の
後
、
Ｂ
は
Ａ
に
金
を
要
求
し
始
め
、
三
ヶ
月
の
間
に
Ａ
か
ら
四
〇
ポ
ン

ド
を
得
た
。

最
終
的
に
Ａ
は
警
察
に
訴
え
た
。
事
実
が
検
察
に
報
告
さ
れ
た
と
こ
ろ
、
検

察
は
、
恐
喝
に
よ
っ
て
金
を
要
求
し
た
こ
と
に
関
し
て
Ｂ
は
訴
え
ら
れ
る
べ

き
で
は
な
く
、
二
人
と
も
同
性
愛
犯
罪
の
容
疑
で
起
訴
す
べ
き
だ
と
し
た
。

そ
れ
に
よ
り
、二
人
は
同
性
愛
犯
罪
で
起
訴
さ
れ
て
有
罪
と
な
り
、懲
役
九
ヶ

月
の
刑
罰
を
言
い
渡
さ
れ
た
。
二
人
に
前
科
は
な
く
、
ま
た
他
の
犯
罪
は
考

慮
に
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。（
報
告
書
七
〇―

七
一
頁
）

報
告
書
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
ウ
ェ
ー
ル
ズ
で
一
九
五
〇
年
か
ら
五
三
年
の
三

年
間
に
警
察
に
通
報
が
あ
っ
た
七
一
件
の
恐
喝
の
う
ち
、
三
二
件
が
同
性
愛
行

為
に
関
連
し
て
い
た
事
実
を
指
摘
し
、
実
際
は
そ
れ
以
上
の
暗
数
が
あ
る
こ
と

を
示
唆
し
て
い
る
（
報
告
書
七
〇
頁
）。

　

な
お
、
当
時
の
時
代
背
景
と
し
て
、
同
性
愛
が
病
気
と
し
て
み
な
さ
れ

る
傾
向
が
あ
っ
た
こ
と
を
記
し
て
お
い
た
方
が
よ
い
だ
ろ
う
。
同
性
愛
は
、

一
九
五
二
年
の
『
米
国
精
神
疾
患
の
診
断
・
統
計
マ
ニ
ュ
ア
ル
』（
第
一
版
）

に
お
い
て
、
精
神
障
害
の
一
つ
に
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
一
九
六
八
年
の
第
二

版
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
。
同
性
愛
の
医
学
上
の
地
位
に
つ
い
て
論
争
が

起
き
、
米
国
精
神
医
学
会
で
同
性
愛
を
精
神
障
害
の
リ
ス
ト
か
ら
削
除
す
る
こ

と
が
決
ま
っ
た
の
は
一
九
七
三
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。（
ホ
ー
プ
二
〇
〇
七

：

九
六
）

（
2
）
報
告
書
の
勧
告

　

こ
の
よ
う
な
時
代
状
況
を
背
景
に
、
同
報
告
書
は
、
同
性
愛
行
為
を
犯
罪
と

み
な
す
べ
き
か
ど
う
か
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
。
ま
ず
、
報
告
書
は
刑
法

の
役
割
を
、
公
序
良
俗
を
維
持
し
、
市
民
を
不
快
ま
た
は
有
害
な
も
の
か
ら

守
り
、
人
々
（
と
り
わ
け
若
者
や
障
害
者
な
ど
の
社
会
的
弱
者
）
を
搾
取
や

堕
落
の
危
険
か
ら
守
る
手
段
を
提
供
す
る
こ
と
、
と
規
定
し
た
。
そ
の
う
え

で
、
こ
れ
ら
の
役
割
を
超
え
て
、
市
民
の
私
的
な
生
活
に
介
入
し
た
り
、
特

定
の
行
動
様
式
を
強
制
し
よ
う
と
試
み
る
こ
と
は
刑
法
の
役
割
で
は
な
い
と

し
た
。
し
た
が
っ
て
、
特
定
の
性
行
動
が
罪
深
い
と
か
、
道
徳
的
に
不
正
だ

と
か
、
良
心
や
宗
教
的
・
文
化
的
伝
統
に
反
す
る
が
ゆ
え
に
非
難
に
値
す
る
と

い
っ
た
理
由
は
、
刑
法
に
よ
っ
て
罰
す
る
根
拠
に
は
な
ら
な
い
と
し
た
（
報
告

書
二
三―

二
四
頁
）。



社 会 と 倫 理

184

　

こ
の
よ
う
に
刑
法
の
性
格
に
つ
い
て
一
般
的
な
議
論
を
行
っ
た
あ
と
、
犯
罪

と
さ
れ
て
い
る
男
性
間
の
同
性
愛
行
為
を
（
1
）
小
児
に
対
し
て
な
さ
れ
る
場

合
、（
2
）
公
共
の
場
で
な
さ
れ
る
場
合
、（
3
）
成
人
同
士
で
私
的
な
場
で
な

さ
れ
る
場
合
に
分
け
、（
1
）
と
（
2
）
は
上
記
の
刑
法
の
役
割
か
ら
し
て
引

き
続
き
規
制
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、（
3
）
に
つ
い
て
は
、
非
犯
罪
化
さ
れ

る
べ
き
だ
と
勧
告
し
た
（
報
告
書
四
三
頁
）。
報
告
書
は
続
け
て
、
成
人
間
で

の
同
性
愛
を
非
犯
罪
化
す
る
と
、
社
会
の
健
康
を
損
な
う
、
家
族
生
活
に
有
害

な
影
響
を
与
え
る
、
成
人
間
で
同
性
愛
行
為
を
す
る
男
性
は
少
年
に
も
手
を
出

す
よ
う
に
な
る
、
と
い
っ
た
反
論
を
吟
味
し
、
そ
れ
ら
を
根
拠
薄
弱
と
し
て
退

け
た
あ
と
（
報
告
書
四
三―

四
八
頁
）、
社
会
と
法
律
は
私
的
道
徳
に
関
し
て

選
択
と
行
為
の
自
由
を
認
め
る
べ
き
だ
と
主
張
し
、
次
の
有
名
な
一
節
を
記
し

て
い
る
。

社
会
が
法
と
い
う
手
段
を
用
い
て
犯
罪
（crim

e

）
の
領
域
と
罪
悪
（sin

）

の
領
域
を
同
一
視
す
る
と
い
う
試
み
が
意
図
的
に
行
わ
れ
る
の
で
は
な
い

か
ぎ
り
、
簡
単
で
粗
野
な
言
い
方
を
す
れ
ば
、
法
の
知
っ
た
こ
と
で
は
な
い

私
的
な
道
徳
と
不
道
徳
の
領
域
が
残
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ

る
。
こ
う
言
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
私
的
な
不
道
徳
を
許
し
た
り
、
勧
め
た

り
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
反
対
に
、
道
徳
的
行
為
や
不
道
徳
な
行
為
の
個
人

的
で
私
的
な
性
質
を
強
調
す
る
こ
と
は
、
個
人
が
自
分
自
身
の
行
為
に
対
し

て
も
つ
個
人
的
で
私
的
な
責
任
を
強
調
す
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
責

任
は
、
成
熟
し
た
行
為
者
で
あ
れ
ば
法
に
よ
る
刑
罰
の
脅
威
が
な
か
っ
た
と

し
て
も
自
分
で
果
た
す
こ
と
が
適
切
に
期
待
で
き
る
も
の
で
あ
る
。（
報
告

書
四
八
頁
）

　

報
告
の
理
論
的
検
討
は
次
節
で
行
な
う
こ
と
に
し
て
、
そ
の
後
の
顛
末
に
つ

い
て
簡
単
に
記
し
て
お
く
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
報
告
書
は
大
き
な
社
会

的
関
心
を
持
っ
て
迎
え
ら
れ
た
。
同
性
愛
行
為
を
非
犯
罪
化
す
べ
き
だ
と
す
る

報
告
書
の
勧
告
は
、
英
国
国
教
会
の
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
大
主
教
、
英
国
医
師
会
、

刑
法
改
革
に
関
す
る
ハ
ワ
ー
ド
連
盟
等
に
よ
っ
て
も
支
持
さ
れ
た
が
、
政
府
は

勧
告
を
受
け
入
れ
な
か
っ
た（B

B
C

 O
n T

his D
ay

）。イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
ウ
ェ
ー

ル
ズ
で
二
一
歳
以
上
の
男
性
同
士
に
よ
る
私
的
な
同
性
愛
行
為
が
非
犯
罪
化
さ

れ
た
の
は
一
九
六
七
年
の
こ
と
で
あ
る
（
た
だ
し
、
二
人
と
も
陸
海
軍
に
所
属

し
て
い
な
い
こ
と
が
条
件
。
ま
た
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
非
犯
罪
化
さ
れ
た
の

は
一
九
八
〇
年
で
あ
る
）。
そ
の
後
、
同
性
愛
行
為
の
同
意
年
齢
が
、
異
性
間

の
性
行
為
の
同
意
年
齢
と
同
じ
一
六
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
の
は
、
二
〇
〇
〇

年
二
月
の
こ
と
で
あ
る
。
二
〇
〇
四
年
一
一
月
に
は
、
同
性
愛
カ
ッ
プ
ル
を
法

的
に
承
認
す
る
同
性
婚
法
（civil partnership act

）
が
成
立
し
、
二
〇
〇
五

年
一
二
月
一
九
日
に
施
行
さ
れ
た
。
ウ
ォ
ル
フ
ェ
ン
デ
ン
報
告
が
出
て
か
ら
ほ

ぼ
五
〇
年
後
の
こ
と
で
あ
る
（B

B
C

 T
im

eline

よ
り
）。

2
．
ハ
ー
ト
・
デ
ブ
リ
ン
論
争

　

次
に
、
ハ
ー
ト
・
デ
ブ
リ
ン
論
争
に
つ
い
て
説
明
す
る
。
こ
の
論
争
に
つ
い

て
は
、
上
述
の
井
上
（
一
九
六
二
）、
矢
崎
（
一
九
六
二
）、
加
茂
（
一
九
九
一
）

な
ど
で
も
詳
し
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
そ
れ
ら
の
文
献
お
よ
び
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サ
イ
モ
ン
・
リ
ー
の
『
法
と
道
徳
』（L

ee 1986

）
な
ど
を
参
考
に
し
て
、
簡

単
に
論
争
を
素
描
し
た
い
。

　

最
初
に
、
ハ
ー
ト
と
デ
ブ
リ
ン
と
い
う
二
人
の
人
物
に
つ
い
て
手
短
に
紹

介
し
て
お
く
。
ハ
ー
バ
ー
ト
・
ハ
ー
ト
（H

. L
. A

. H
art, 1907― 1992

）
は
、

一
九
〇
七
年
に
生
ま
れ
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
ニ
ュ
ー
・
コ
レ
ッ
ジ
で

古
典
を
学
び
、
戦
前
は
弁
護
士
と
し
て
働
い
た
。
戦
後
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド

大
学
の
哲
学
教
員
（
チ
ュ
ー
タ
ー
）
と
し
て
戻
り
、
当
時
全
盛
だ
っ
た
言
語
哲

学
の
影
響
を
受
け
た
。
そ
の
後
、
当
時
ホ
ワ
イ
ト
道
徳
哲
学
教
授
だ
っ
た
J
・

L
・
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
の
薦
め
で
法
哲
学
教
授
に
立
候
補
し
、
一
九
五
二
年
に
教

授
職
に
就
い
た
。
そ
の
と
き
か
ら
始
め
た
学
部
生
向
け
の
講
義
の
内
容
が
、
主

著
『
法
の
概
念
』（
一
九
六
一
年
、
第
二
版
は
死
後
一
九
九
四
年
に
出
版
）
と

し
て
結
実
す
る
。
ハ
ー
ト
・
デ
ブ
リ
ン
論
争
の
他
に
も
、
法
実
証
主
義
と
自
然

法
思
想
を
め
ぐ
る
ハ
ー
ト
・
フ
ラ
ー
論
争
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
教

授
職
を
退
い
た
後
は
、
ベ
ン
タ
ム
研
究
に
打
ち
込
み
、
新
版
の
ベ
ン
タ
ム
全
集

の
編
集
に
携
わ
っ
た

）
6
（

。

　

一
方
、
パ
ト
リ
ッ
ク
・
デ
ブ
リ
ン
（Patrick D

evlin, 1905― 1992
）
は

一
九
〇
五
年
に
生
ま
れ
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
と
し
て
育
て
ら
れ
た
（
た
だ
し
、

大
学
時
代
に
信
仰
を
捨
て
、
死
ぬ
直
前
に
再
び
信
仰
を
取
り
戻
し
た
と
い
う
）。

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
の
ク
ラ
イ
ス
ト
・
コ
レ
ッ
ジ
で
法
学
を
学
び
、
一
九
三
〇

年
代
か
ら
法
曹
界
に
入
っ
た
。
戦
後
、
四
二
歳
の
若
さ
で
高
等
裁
判
所
の
裁

判
官
と
な
り
、
一
九
五
七
年
の
ボ
ド
キ
ン
＝
ア
ダ
ム
ズ
事
件
（
家
庭
医
に
よ

る
連
続
安
楽
死
事
件
）
な
ど
、
有
名
な
事
件
に
関
わ
っ
た
。
一
九
六
〇
年
に

控
訴
院
裁
判
官
（L

ord Justice of A
ppeal

）
に
な
り
、
さ
ら
に
一
九
六
一
年

に
は
爵
位
（B

aron

）
を
授
け
ら
れ
、
常
任
上
訴
院
判
事
（L

ord of A
ppeal in 

O
rdinary

）
と
な
っ
た
。
一
九
六
四
年
に
引
退
し
た
後
も
、
法
曹
関
連
の
本
を

多
く
執
筆
し
活
躍
し
た

）
7
（

。

　

ハ
ー
ト
も
デ
ブ
リ
ン
も
ウ
ォ
ル
フ
ェ
ン
デ
ン
報
告
が
出
た
頃
は
五
〇
代
で
、

ハ
ー
ト
は
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
法
哲
学
教
授
、
デ
ブ
リ
ン
は
現
役
の
有

名
な
裁
判
官
で
あ
っ
た
。
以
下
で
見
る
論
争
が
平
行
線
を
辿
る
こ
と
に
な
っ
た

の
は
、
こ
の
裁
判
官
と
法
学
者
と
い
う
立
場
の
違
い
に
よ
る
と
こ
ろ
も
大
き
い

と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
本
文
で
も
う
一
度
言
及
す
る
。

（
1
）
デ
ブ
リ
ン
の
議
論

　

デ
ブ
リ
ン
は
、
同
性
愛
行
為
の
規
制
を
緩
和
す
る
と
い
う
方
針
に
つ
い
て

は
、
ウ
ォ
ル
フ
ェ
ン
デ
ン
報
告
に
賛
成
し
て
い
た
。
だ
が
、
そ
の
方
針
に
関
す

る
報
告
書
の
理
由
づ
け
に
つ
い
て
は
、
理
論
的
見
地
か
ら
こ
れ
を
批
判
し
た
。

　

ウ
ォ
ル
フ
ェ
ン
デ
ン
報
告
に
よ
れ
ば
、「
法
の
知
っ
た
こ
と
で
は
な
い
私
的

な
道
徳
と
不
道
徳
の
領
域
（a realm

 of private m
orality and im

m
orality 

w
hich is... not the law

’ s business

）」
が
存
在
し
、
合
意
の
あ
る
成
人
間
の

同
性
愛
行
為
は
、
ま
さ
に
こ
の
領
域
に
含
ま
れ
る
が
ゆ
え
に
、
刑
法
に
よ
っ
て

罰
す
べ
き
で
は
な
い
と
さ
れ
た
。
だ
が
、
デ
ブ
リ
ン
は
、
一
九
五
九
年
に
行
わ

れ
た
「
道
徳
と
刑
法
」
と
い
う
講
演
に
お
い
て
、報
告
書
の
こ
の
考
え
方
を
真
っ

向
か
ら
否
定
し
た
。
デ
ブ
リ
ン
に
よ
れ
ば
、
報
告
書
の
言
う
「
私
的
な
道
徳
と

不
道
徳
の
領
域
」
に
対
し
て
も
、
法
は
「
公
共
道
徳
（public m

orality

）」
を

守
る
た
め
に
介
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
言
う
公
共
道
徳
と
は
、
社

会
の
成
員
の
生
活
や
ふ
る
ま
い
方
に
つ
い
て
の
、
社
会
全
体
に
よ
る
集
合
的
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な
道
徳
判
断
の
こ
と
で
あ
る
。
デ
ブ
リ
ン
は
こ
れ
を
「
共
通
道
徳
（com

m
on 

m
orality

）」
と
も
呼
ん
で
お
り
、
そ
の
一
例
と
し
て
、
一
夫
一
婦
制
を
挙
げ

て
い
る
（D

evlin 1965: 7― 10

）。
す
な
わ
ち
、
ウ
ォ
ル
フ
ェ
ン
デ
ン
報
告
が
、

刑
法
の
基
本
的
な
目
的
は
個
人
を

0

0

0

危
害
か
ら
守
る
こ
と
だ
と
考
え
て
い
る
の
に

対
し
、
デ
ブ
リ
ン
は
、
刑
法
の
目
的
は
社
会
を

0

0

0

守
る
こ
と
に
も
あ
り
、
公
共
道

徳
を
守
ら
な
け
れ
ば
社
会
の
崩
壊
に
つ
な
が
る
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の

部
分
を
以
下
の
引
用
で
見
て
み
よ
う
。

社
会
は
、
外
圧
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
る
よ
り
も
、
内
部
か
ら
崩
壊
す
る
こ
と

の
方
が
多
い
。
崩
壊
は
共
通
の
道
徳
が
順
守
さ
れ
な
い
場
合
に
起
こ
り
、
道

徳
的
絆
の
弛
緩
が
し
ば
し
ば
崩
壊
の
第
一
段
階
で
あ
る
こ
と
を
歴
史
は
示
し

て
い
る
。
か
く
て
社
会
は
、
道
徳
律
を
保
持
す
る
た
め
に
、
統
治
機
構
そ
の

他
の
基
本
的
制
度
を
保
全
す
る
た
め
に
取
る
の
と
同
じ
措
置
を
取
る
こ
と
が

正
当
化
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
悪
徳
の
抑
圧
は
、
転
覆
行
為
の
抑
圧
と
ひ
と

し
く
法
の
行
な
う
べ
き
こ
と
で
あ
る
（T

he suppression of vice is as m
uch 

the law
’ s business as the suppression of subversive activities.

）。
私
的
な

転
覆
行
為
の
分
野
を
限
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
と
同
じ
よ
う
に
、
私
的

な
道
徳
の
分
野
を
限
定
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
私
的
道
徳
に
つ
い
て

語
っ
た
り
、法
は
不
道
徳
そ
の
も
の
に
関
わ
る
も
の
で
は
な
い
と
言
っ
た
り
、

法
が
悪
徳
の
抑
圧
に
果
た
す
役
割
に
厳
し
い
制
約
を
設
け
よ
う
と
し
た
り
す

る
こ
と
は
、
誤
っ
て
い
る
。
謀
叛
お
よ
び
煽
動
に
備
え
る
立
法
を
行
な
う
国

家
の
権
能
に
理
論
的
限
界
は
存
在
し
な
い
の
で
あ
り
、
同
様
に
、
不
道
徳
に

備
え
る
立
法
に
対
し
て
、
い
か
な
る
理
論
的
限
界
も
存
在
す
る
は
ず
は
な
い

と
わ
た
し
は
考
え
る
。（ibid.: 13― 14. 

訳
は
井
上
一
九
六
二

：

一
一
六
を
参

考
に
し
た
）

こ
の
よ
う
に
、
デ
ブ
リ
ン
に
よ
れ
ば
、
法
は
原
則
と
し
て
人
々
の
不
道
徳
な
行

動
に
干
渉
す
る
無
制
約
の
権
限
を
有
し
て
い
る
。
一
言
で
言
え
ば
、
法
（
そ
し

て
裁
判
所
）
は
、「
道
徳
の
守
護
者
（custos m

orum

）」
と
し
て
の
役
割
を
持

つ
（
井
上
一
九
六
二

：

一
二
八
）。
し
た
が
っ
て
、
ウ
ォ
ル
フ
ェ
ン
デ
ン
報
告

の
よ
う
に
、
犯
罪
（crim

e

）
と
罪
悪
（sin

）
の
領
域
を
判
然
と
分
か
つ
試
み

は
誤
っ
て
い
る
と
し
た
の
で
あ
る
（D

evlin 196: 22

）。

　

と
は
い
え
、
デ
ブ
リ
ン
は
、
あ
ら
ゆ
る
不
道
徳
を
法
律
で
罰
す
る
こ
と
が
正

し
い
と
は
考
え
て
お
ら
ず
、
公
共
の
利
益
と
私
的
な
利
益
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る

た
め
に
、
立
法
者
や
裁
判
官
は
以
下
の
四
つ
の
一
般
的
原
則
を
考
慮
に
入
れ
て

柔
軟
に
判
断
す
べ
き
だ
と
い
う
（ibid.: 16― 20

）。

1
． 

社
会
の
統
合
性
（integrity

）
を
損
な
わ
な
い
か
ぎ
り
で
、
最
大
限
の

個
人
的
自
由
に
対
す
る
寛
容
が
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

2
．
道
徳
的
基
準
は
不
変
で
あ
る
が
、
寛
容
の
限
界
は
変
化
す
る
。

3
．
可
能
な
限
り
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
尊
重
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

4
．
法
が
関
わ
る
の
は
、
最
大
限
で
は
な
く
、
最
小
限
の
事
柄
で
あ
る
。

　

デ
ブ
リ
ン
の
主
張
は
次
の
よ
う
に
要
約
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
社
会
に
は
公

共
道
徳
が
存
在
し
、
社
会
を
崩
壊
（disintegration

）
か
ら
守
る
た
め
に
そ
れ

を
法
に
よ
っ
て
強
制
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
が
、
そ
の
際
に
は
、
寛
容
の
原
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則
な
ど
を
考
慮
に
入
れ
て
柔
軟
に
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に

ま
と
め
る
と
、
大
き
な
問
題
が
残
る
こ
と
に
気
付
く
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
デ

ブ
リ
ン
の
言
う
公
共
道
徳
は
、
ど
う
や
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
ま

た
、
上
記
2
の
寛
容
の
限
界
は
、
ど
う
や
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
と

い
う
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
が
明
ら
か
に
さ
れ
な
け
れ
ば
、
公
共
道
徳
を
法
に

よ
っ
て
強
制
し
て
よ
い
と
か
、
公
共
の
利
益
と
私
的
な
利
益
の
バ
ラ
ン
ス
を

と
っ
て
法
規
制
を
行
な
う
べ
き
だ
と
い
う
デ
ブ
リ
ン
の
主
張
は
、
曖
昧
す
ぎ
て

使
い
物
に
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
デ
ブ
リ
ン
は
、
多
数
決
や

社
会
の
成
員
の
全
員
一
致
と
い
う
基
準
で
は
な
く

0

0

、「
道
理
の
わ
か
る
人
（the 

reasonable m
an

）」
と
い
う
基
準
を
持
ち
出
す
。

英
国
法
は
、
頭
か
ず
を
数
え
る
こ
と
に
基
づ
く
も
の
と
は
異
な
る
基
準
を
発

展
さ
せ
て
、
そ
れ
を
基
準
と
し
て
用
い
て
い
る
。
そ
れ
は
、
道
理
の
わ
か
る

人
（the reasonable m

an

）
と
い
う
基
準
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
人
物
は
、

理
性
的
な
人
（the rational m

an

）
と
混
同
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
前
者
は
、

何
ご
と
に
つ
い
て
も
推
論
す
る
（reason

）
こ
と
は
期
待
さ
れ
て
い
な
い
の

で
あ
っ
て
、
彼
の
判
断
は
主
と
し
て
感
情
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ

は
、
街
の
人
（the m

an in the C
lapham

 om
nibus

）
の
物
の
見
方
で
あ
る
。

（
…
…
）
彼
を
ま
と
も
な
人
（right-m

inded m
an

）
と
呼
ん
で
も
よ
い
だ
ろ

う
。
わ
た
し
と
し
て
は
、
彼
を
、
陪
審
席
に
あ
る
人
と
呼
び
た
い
。
な
ぜ
な

ら
、
社
会
の
道
徳
判
断
は
、
ラ
ン
ダ
ム
に
選
び
出
さ
れ
た
一
二
人
の
男
女
が

討
議
の
後
に
そ
れ
に
つ
い
て
全
員
一
致
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
も
の
だ
か

ら
で
あ
る
。（ibid.: 15. 

訳
は
井
上
一
九
六
二

：

一
一
七
を
参
考
に
し
た
）

そ
の
上
で
デ
ブ
リ
ン
は
、「
不
道
徳
と
は
、
法
の
目
的
に
と
っ
て
は
、
ま
と
も

な
人
な
ら
誰
も
が
不
道
徳
だ
と
考
え
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
を
指
す
」
と
述
べ
て

い
る
。
さ
ら
に
、
寛
容
の
限
界
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
を
決
め
る
際
に
も
、
同
様

な
基
準
が
用
い
ら
れ
る
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

寛
容
の
限
界
を
超
え
る
こ
と
の
な
い
も
の
は
、
決
し
て
法
に
よ
っ
て
罰
せ
ら

れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
多
数
が
あ
る
行
い
を
嫌
っ
て
い
る
と
い
う
だ
け
で
は

十
分
で
は
な
い
。
真
実
の
非
難
の
感
情
が
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
同

性
愛
に
つ
い
て
の
現
行
法
に
不
満
な
人
々
は
、
改
正
に
反
対
す
る
者
が
単
に

嫌
悪
の
感
情
に
支
配
さ
れ
て
い
る
、
と
し
ば
し
ば
言
う
。
そ
れ
が
事
実
な

ら
、
そ
れ
は
誤
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
嫌
悪
が
深
く
感
じ
ら
れ
て

い
て
、
作
り
も
の
で
は
な
い
（not m

anufactured

）
な
ら
ば
、
こ
の
嫌
悪

は
無
視
で
き
な
い
と
思
う
。
こ
の
嫌
悪
の
存
在
は
、
寛
容
が
限
界
に
達
し
つ

つ
あ
る
こ
と
を
、
よ
く
示
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
い
か
な
る
社
会
も
、
不

寛
容
、
憤
慨
、
嫌
悪
な
く
し
て
は
や
っ
て
い
け
な
い
。
こ
れ
ら
は
、
道
徳
法

の
背
後
に
あ
る
力
で
あ
り
、
事
実
、
こ
れ
ら
や
そ
れ
に
似
た
も
の
が
存
在
し

な
い
な
ら
ば
、
社
会
の
感
情
は
個
人
か
ら
選
択
の
自
由
を
奪
う
だ
け
の
重
さ

を
持
つ
も
の
で
は
あ
り
え
な
い
、
と
言
え
る
の
で
あ
る
。（ibid.: 17. 

訳
は

井
上
一
九
六
二

：

一
一
九
を
参
考
に
し
た
）

さ
ら
に
続
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

こ
の
種
の
事
柄
は
、
理
性
的
議
論
に
よ
っ
て
決
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
す
べ



社 会 と 倫 理

188

て
の
道
徳
判
断
は
、（
…
…
）、「
ま
と
も
な
人
で
あ
れ
ば
、
他
の
い
か
な
る

仕
方
で
行
為
し
て
も
、
不
正
な
行
為
を
す
る
こ
と
に
な
る
と
認
め
ざ
る
を

え
な
い
（no right-m

inded m
an could behave in any other w

ay w
ithout 

adm
itting that he w

as doing w
rong.

）」
と
い
う
気
持
ち
以
外
の
何
物
で
も

な
い
。
社
会
の
判
断
の
背
後
に
あ
る
の
は
、
常
識
（com

m
on sense

）
の
力

で
あ
っ
て
、
理
性
（reason

）
の
力
で
は
な
い
。（ibid.: 17

）

　

そ
こ
で
、
同
性
愛
に
つ
い
て
も
、
冷
静
に
な
っ
て
そ
れ
が
寛
容
の
限
界
を
超

え
る
よ
う
な
忌
ま
わ
し
き
悪
徳
で
あ
る
か
ど
う
か
と
自
問
す
べ
き
で
あ
り
、

「
仮
に
そ
れ
が
、
わ
れ
わ
れ
の
社
会
の
本
当
の
感
情
で
あ
る
な
ら
、
同
性
愛
を

根
絶
す
る
権
利
を
な
ぜ
社
会
が
持
た
な
い
と
言
え
る
の
か
、
わ
た
し
に
は
わ
か

ら
な
い
」
と
結
論
し
て
い
る
（ibid.: 17

）。

　

こ
の
よ
う
に
デ
ブ
リ
ン
は
、
同
意
の
あ
る
成
人
間
で
行
わ
れ
る
同
性
愛
行
為

で
あ
っ
て
も
、
公
共
道
徳
が
そ
れ
を
寛
容
の
限
界
を
超
え
た
も
の
と
判
断
す
る

の
で
あ
れ
ば
、
理
論
的
に
は
法
に
よ
る
介
入
が
正
当
化
さ
れ
う
る
と
論
じ
た
の

で
あ
っ
た
。

（
二
）
ハ
ー
ト
の
批
判

　

次
に
、
こ
の
デ
ブ
リ
ン
の
主
張
に
対
す
る
ハ
ー
ト
の
批
判
を
見
て
み
よ
う
。

ハ
ー
ト
は
、
一
九
五
九
年
の
デ
ブ
リ
ン
の
講
演
と
同
じ
年
に
リ
ス
ナ
ー
（T

he 

L
istener

）
誌
上
で
批
判
を
行
っ
て
い
る

）
8
（

。
ハ
ー
ト
は
次
の
よ
う
な
話
か
ら
書

き
起
こ
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
タ
イ
ム
ズ
（T

he T
im

es

）
紙
が
上
記

の
デ
ブ
リ
ン
の
講
演
を
歓
迎
し
て
、「
社
会
が
そ
の
心
中
に
お
い
て
看
過
し
が

た
い
（intolerable

）
と
感
じ
る
事
柄
に
つ
い
て
、
そ
の
理
由
を
提
示
す
る
よ

う
社
会
に
要
求
す
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
考
え
方
に
は
、
感
動
的
で
歓
迎
さ
れ

る
べ
き
謙
虚
さ
が
あ
る
」
と
書
い
た
の
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
が
、
後
日
タ
イ
ム

ズ
紙
の
読
者
欄
に
掲
載
さ
れ
た
。
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
に
住
む
そ
の
読
者
に
よ
れ

ば
、「
わ
れ
わ
れ
は
、
昔
ほ
ど
に
は
謙
虚
で
は
な
い
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
か

つ
て
の
わ
れ
わ
れ
は
、
魔
女
は
看
過
し
が
た
い
と
心
中
で
感
じ
て
、
理
由
を
述

べ
る
こ
と
な
く
、
老
女
を
焼
き
殺
す
ほ
ど
謙
虚
だ
っ
た
の
で
す
か
ら
」。
い
か

に
も
英
国
風
の
皮
肉
の
効
い
た
表
現
だ
が
、
デ
ブ
リ
ン
の
考
え
が
謙
虚
だ
と
い

う
の
で
あ
れ
ば
、
魔
女
狩
り
を
行
っ
て
い
た
人
々
の
方
が
も
っ
と
謙
虚
だ
っ
た

と
言
え
る
だ
ろ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
ハ
ー
ト
は
こ
の
コ
メ
ン
ト
を
紹
介
し
、

デ
ブ
リ
ン
が
「
理
性
主
義
者
の
道
徳
」
に
対
す
る
代
替
案
と
し
て
一
般
市
民
の

感
情
を
根
拠
に
法
規
制
を
行
う
こ
と
は
、
大
変
危
険
だ
と
述
べ
て
い
る
（H

art 

1959

）。

　

さ
ら
に
ハ
ー
ト
は
、
一
九
六
二
年
に
米
国
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
で
行
っ
た

講
演
を
ま
と
め
た
『
法
、
自
由
、
道
徳
』（
一
九
六
三
）
に
お
い
て
、
デ
ブ
リ

ン
に
対
す
る
詳
細
な
批
判
を
行
っ
て
い
る
。
ハ
ー
ト
は
、
法
に
よ
る
道
徳
の
強

制
の
問
題
に
関
し
て
、「
性
道
徳
の
強
制
は
法
の
適
切
な
仕
事
の
一
部
で
あ
る
」

と
し
て
、
不
道
徳
な
事
柄
を
そ
れ
が
不
道
徳
で
あ
る
が
ゆ
え
に
罰
す
る
立
場
を

「
リ
ー
ガ
ル
・
モ
ラ
リ
ズ
ム
」
と
呼
び
、
私
的
な
道
徳
と
不
道
徳
は
法
の
知
っ

た
こ
と
で
は
な
い
と
す
る
ウ
ォ
ル
フ
ェ
ン
デ
ン
報
告
の
自
由
主
義
的
な
立
場
と

対
比
し
て
論
じ
て
い
る
。
と
同
時
に
、
ウ
ォ
ル
フ
ェ
ン
デ
ン
報
告
が
以
下
に
引

用
す
る
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
の
『
自
由
論
』（
一
八
五
九
）
の
い
わ
ゆ
る
他
者
危
害

原
則
の
立
場
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（H

art 1963: 1― 15

）
）
9
（

。
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文
明
社
会
の
成
員
に
対
し
、
彼
の
意
志
に
反
し
て
、
正
当
に
権
力
を
行
使
し

得
る
唯
一
の
目
的
は
、
他
人
に
対
す
る
危
害
の
防
止
で
あ
る
。
彼
自
身
の
物

質
的
あ
る
い
は
道
徳
的
な
善
は
、
十
分
な
理
由
に
は
な
ら
な
い
。
そ
う
す
る

方
が
彼
の
た
め
に
よ
い
だ
ろ
う
と
か
、
彼
を
も
っ
と
幸
せ
に
す
る
だ
ろ
う
と

か
、
他
の
人
々
の
意
見
に
よ
れ
ば
、
そ
う
す
る
こ
と
が
賢
明
で
あ
り
正
し
く

さ
え
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
彼
に
な
ん
ら
か
の
行
動
や
抑
制
を
強
制
す
る
こ

と
は
、
正
当
で
は
あ
り
得
な
い
。（M

ill 1859: 78/224― 5

）

す
な
わ
ち
、
ミ
ル
の
立
場
で
は
、
あ
る
行
為
が
他
の
人
々
の
意
見
で
は
不
道
徳

と
さ
れ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
が
他
人
に
危
害
を
与
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
ぎ

り
、
そ
の
不
道
徳
な
行
為
を
禁
止
し
た
り
、
道
徳
的
な
行
為
を
強
制
し
た
り
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

ハ
ー
ト
は
、
法
に
よ
る
道
徳
の
強
制
に
関
す
る
い
ず
れ
の
立
場
が
正
し
い
か

を
考
え
る
に
当
た
っ
て
、
議
論
の
混
乱
を
避
け
る
た
め
に
、
読
者
に
次
の
注
意

を
促
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
問
題
が
、「
法
に
よ
っ
て
道
徳
0

0

を
強
制
す

る
こ
と
は
、
道0

徳0

的0

に
許
さ
れ
る
か
」
と
い
う
問
題
で
あ
る
た
め
、
そ
れ
は
道

徳
を
め
ぐ
る
問
い
（question about m

orality

）
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
れ
自

体
が
道
徳
的
な
問
い
（question of m

orality

）
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
（H

art 

1963: 17

）。
こ
の
問
い
に
つ
い
て
、
デ
ブ
リ
ン
の
立
場
で
は
、
公
共
道
徳
を

法
に
よ
り
強
制
す
る
こ
と
は
道
徳
的
に
許
さ
れ
る
と
す
る
の
に
対
し
、
ウ
ォ
ル

フ
ェ
ン
デ
ン
報
告
や
ミ
ル
の
立
場
で
は
、
そ
れ
は
道
徳
的
に
許
さ
れ
な
い
と
す

る
。
道
徳
に
つ
い
て
の
こ
の
レ
ベ
ル
分
け
が
な
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、「
性
道

徳
を
法
に
よ
っ
て
強
制
す
る
こ
と
は
、
公
共
道
徳
に
よ
っ
て
現
に
許
さ
れ
て
い

る
の
だ
か
ら
、
許
さ
れ
る
」
と
い
う
、
事
実
と
規
範
の
区
別
を
無
視
し
た
循
環

論
法
、
あ
る
い
は
単
な
る
現
状
肯
定
に
終
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
か
ね
な

い
。

　

そ
こ
で
ハ
ー
ト
は
、
こ
の
区
別
を
さ
ら
に
明
確
に
す
る
た
め
に
、
ジ
ョ
ン
・

オ
ー
ス
テ
ィ
ン
ら
一
九
世
紀
の
功
利
主
義
者
が
立
て
た
区
別
を
復
活
さ
せ
、
特

定
の
社
会
集
団
に
よ
っ
て
実
際
に
受
け
入
れ
ら
れ
共
有
さ
れ
て
い
る
道
徳
を

「
実
定
道
徳
（positive m

orality

）」、
実
定
道
徳
を
含
む
既
存
の
社
会
制
度
を

批
判
す
る
の
に
用
い
ら
れ
る
一
般
的
な
道
徳
原
則
を
「
批
判
道
徳
（critical 

m
orality

）」
と
呼
ん
だ
（H

art 1963: 20; cf. M
acC

orm
ick 1981: 47― 50

）。

そ
こ
で
、
こ
の
用
語
法
を
用
い
る
と
、
上
記
の
問
い
は
、「
法
に
よ
る
実
定
道

徳
の
強
制
に
つ
い
て
の
、
批
判
道
徳
的
な
問
い
」
と
述
べ
直
す
こ
と
が
で
き

る
。

　

ハ
ー
ト
に
よ
れ
ば
、
デ
ブ
リ
ン
は
上
の
よ
う
な
事
実
と
規
範
の
区
別
を
理
解

し
て
は
い
る
も
の
の
、
現
に
あ
る
実
定
法
を
考
察
し
て
み
る
こ
と
が
大
事
で
あ

る
と
し
て
、
実
際
に
多
く
の
法
律
が
道
徳
を
強
制
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
議
論

を
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
ハ
ー
ト
は
、
一
見
そ
の
よ
う
に
見
え
る
実
定

法
に
は
、
別
の
解
釈
が
可
能
だ
と
述
べ
、
そ
の
議
論
の
中
で
、
い
く
つ
か
の
重

要
な
区
別
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

　

そ
の
一
つ
は
、
リ
ー
ガ
ル
・
モ
ラ
リ
ズ
ム
と
パ
タ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
区
別
で
あ

る
。
デ
ブ
リ
ン
に
よ
れ
ば
、
た
と
え
本
人
の
同
意
が
あ
っ
て
も
、
安
楽
死
や

同
意
殺
人
が
許
さ
れ
な
い
の
は
、
人
命
の
神
聖
性
と
い
う
道
徳
を
法
に
よ
っ
て

強
制
し
て
い
る
か
ら
だ
と
さ
れ
る
。
こ
の
解
釈
に
対
し
て
、
ハ
ー
ト
は
、
安
楽

死
や
同
意
殺
人
が
禁
じ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
道
徳
を
強
制
し
て
い
る
の
で
は
な
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く
、
本
人
が
自
分
に
危
害
を
与
え
る
こ
と
を
防
止
す
る
と
い
う
パ
タ
ー
ナ
リ
ズ

ム
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
言
う
。
も
っ
と
も
ミ
ル
は
、
上
で
引
用

し
た
よ
う
に
、「
そ
う
す
る
方
が
彼
の
た
め
に
よ
い
だ
ろ
う
と
か
、
彼
を
も
っ

と
幸
せ
に
す
る
だ
ろ
う
」
と
い
う
本
人
の
利
益
の
考
慮
を
、「
他
の
人
々
の
意

見
に
よ
れ
ば
、
そ
う
す
る
こ
と
が
賢
明
で
あ
り
正
し
く
さ
え
あ
る
」
と
い
う
道

徳
的
な
考
慮
か
ら
区
別
し
て
お
り
、
そ
の
上
で
リ
ー
ガ
ル
・
モ
ラ
リ
ズ
ム
だ
け

で
な
く
成
人
に
対
す
る
パ
タ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
も
反
対
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し

て
、
ハ
ー
ト
は
、「
ミ
ル
は
、
欲
求
が
比
較
的
安
定
し
て
お
り
、
外
的
な
影
響

に
よ
っ
て
人
為
的
に
刺
激
さ
れ
る
こ
と
の
少
な
い
中
年
男
性
の
心
理
を
、
通
常

の
人
間
が
持
っ
て
い
る
と
考
え
が
ち
で
あ
っ
た
」
と
し
て
、
成
人
に
対
す
る
パ

タ
ー
ナ
リ
ズ
ム
は
一
定
限
度
ま
で
認
め
ら
れ
る
べ
き
だ
と
主
張
し
た
の
で
あ
っ

た
（H

art 1963: 30― 34

））
10
（

。

　

も
う
一
つ
は
、
リ
ー
ガ
ル
・
モ
ラ
リ
ズ
ム
と
不
快
原
則
の
区
別
で
あ
る
。
た

と
え
ば
、
一
夫
多
妻
制
の
禁
止
、
す
な
わ
ち
重
婚
罪
に
つ
い
て
言
え
ば
、
ハ
ー

ト
は
、
重
婚
罪
は
道
徳
を
強
制
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
を
公
然
と
行
う

こ
と
は
人
々
に
不
快
（
迷
惑
）
で
あ
る
と
い
う
理
由
か
ら
正
当
化
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
。
と
い
う
の
は
、
通
常
、
法
律
に
よ
っ
て
禁
じ
ら
れ
て
い
る

の
は
正
式
に
二
名
以
上
の
相
手
と
婚
姻
関
係
を
結
ぶ
こ
と
で
あ
り
、
結
婚
し

て
い
る
男
性
が
別
の
女
性
と
暮
ら
す
こ
と
は
禁
じ
ら
れ
て
い
な
い
た
め
で
あ

る
。
「
家
を
建
て
て
結
婚
し
て
い
る
ふ
り
を
し
た
り
、
シ
ャ
ン
パ
ン
で
お
祝
い

を
し
た
り
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
ケ
ー
キ
を
配
っ
た
り
、
合
法
的
な
結
婚
と
同
じ
よ
う

な
通
常
の
お
祝
い
を
す
る
こ
と
は
で
き
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
非
合
法
で
は

な
い
。
し
か
し
、
彼
が
結
婚
式
を
挙
げ
る
な
ら
、
法
が
介
入
し
て
そ
れ
が
無
効

と
な
る
だ
け
で
は
な
く
、
彼
を
重
婚
罪
で
罰
す
る
こ
と
に
な
る
」（H

art 1963: 

39― 40

）。
ハ
ー
ト
は
、
こ
の
よ
う
な
理
由
に
基
づ
く
重
婚
罪
の
禁
止
を
ミ
ル

が
認
め
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
留
保
を
つ
け
て
い
る
が
、
私
的
に
は
許
さ
れ

る
行
為
で
あ
っ
て
も
公
然
と
行
う
と
他
人
に
一
種
の
危
害
を
構
成
す
る
と
い
う

理
由
に
基
づ
き
そ
の
行
為
を
公
然
と
行
う
こ
と
を
禁
じ
る
と
い
う
考
え
方
自
体

は
、
ミ
ル
的
な
原
則
か
ら
正
当
化
さ
れ
る
と
い
う
（H

art 1963: 46

）。
ビ
ー

ト
ル
ズ
の
ホ
ワ
イ
ト
・
ア
ル
バ
ム
に‘W

hy don’t w
e do it in the road?’

（
往

来
で
や
っ
て
み
な
い
か
）
と
い
う
曲
が
あ
る
が
、
往
来
で
公
然
と
性
行
為
に
及

ぶ
こ
と
を
わ
れ
わ
れ
が
禁
じ
る
の
は
、
性
行
為
そ
の
も
の
が
不
道
徳
だ
か
ら
で

は
な
く
、
通
常
の
感
受
性
を
持
つ
多
く
の
人
に
と
っ
て
、
精
神
的
な
シ
ョ
ッ
ク

を
与
え
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
ウ
ォ
ル
フ
ェ
ン
デ
ン
報
告
で
も
取
ら
れ

た
考
え
方
で
あ
り
、
報
告
書
で
は
、
同
性
愛
行
為
を
私
的
に
行
う
こ
と
は
非
犯

罪
化
す
べ
き
だ
と
し
た
が
、
公
然
と
行
う
こ
と
は
認
め
な
か
っ
た

）
11
（

。

　

以
上
の
よ
う
に
、
ハ
ー
ト
は
、
法
に
よ
る
道
徳
の
強
制
が
現
に
行
わ
れ
て
い

る
と
い
う
主
張
に
対
し
て
は
、
ミ
ル
的
な
自
由
主
義
、
す
な
わ
ち
法
は
個
人
を

危
害
か
ら
守
る
た
め
に
あ
る
と
い
う
発
想
か
ら
で
も
正
当
化
で
き
る
も
の
が
多

い
と
す
る
。
さ
ら
に
、
法
に
よ
る
道
徳
の
強
制
を
支
持
す
る
根
拠
と
な
る
「
法

に
よ
っ
て
公
共
道
徳
を
守
ら
な
け
れ
ば
、
社
会
の
崩
壊
に
つ
な
が
る
」
と
い
う

デ
ブ
リ
ン
の
主
張
は
、
実
証
的
な
裏
付
け
が
な
く
、
一
部
の
人
々
が
通
常
の
性

道
徳
を
逸
脱
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
社
会
が
崩
壊
す
る
か
ど
う
か
は
全
く
明
ら
か

で
な
い
と
し
て
、
公
共
道
徳
を
強
制
す
る
正
当
な
理
由
は
示
さ
れ
て
い
な
い
と

述
べ
て
い
る
（H

art 1963: 48― 52

）。
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こ
の
よ
う
に
、
ウ
ォ
ル
フ
ェ
ン
デ
ン
報
告
を
契
機
と
し
て
、
法
に
よ
る
道
徳

の
強
制
の
問
題
を
め
ぐ
り
、
ハ
ー
ト
と
デ
ブ
リ
ン
を
中
心
に
論
争
が
起
き
た
。

ハ
ー
ト
も
デ
ブ
リ
ン
も
さ
ら
に
お
互
い
の
議
論
に
対
す
る
反
論
を
行
い
、
他
に

も
多
く
の
論
者
が
参
加
し
た
が
、
こ
こ
で
は
こ
れ
以
上
立
ち
入
ら
ず

）
12
（

、
英
米
の

倫
理
思
想
史
の
観
点
か
ら
見
た
場
合
に
、
こ
の
論
争
が
ど
の
よ
う
に
分
析
で
き

る
の
か
を
最
後
の
節
で
考
え
て
み
た
い
。

3
． 

功
利
主
義
と
直
観
主
義
の
論
争
と
の
関
連

（
1
）
ウ
ォ
ル
フ
ェ
ン
デ
ン
報
告
の
立
場
と
功
利
主
義

　

す
で
に
J
・
S
・
ミ
ル
や
ジ
ョ
ン
・
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
の
名
前
が
出
て
き
た
よ

う
に
、
ウ
ォ
ル
フ
ェ
ン
デ
ン
報
告
書
お
よ
び
そ
れ
を
支
持
す
る
ハ
ー
ト
の
議

論
は
、
道
徳
と
法
に
つ
い
て
の
功
利
主
義
の
伝
統
を
色
濃
く
反
映
し
た
も
の
で

あ
っ
た
。
功
利
主
義
に
お
い
て
は
、
行
為
だ
け
で
な
く
、
法
を
含
め
た
社
会
制

度
に
関
し
て
も
、
そ
れ
が
社
会
全
体
の
幸
福
を
増
進
す
る
か
ど
う
か
に
よ
っ
て

正
・
不
正
が
判
断
さ
れ
る
。
刑
罰
を
伴
う
法
律
は
、
実
際
に
刑
罰
を
課
す
こ
と

に
よ
っ
て
個
人
に
不
幸
を
も
た
ら
す
だ
け
で
な
く
、
刑
罰
の
脅
威
に
よ
っ
て
個

人
の
自
由
が
抑
制
さ
れ
る
た
め
、
功
利
主
義
的
に
言
え
ば
、
そ
れ
自
体
は
望
ま

し
い
も
の
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
刑
罰
の
害
悪
を
上
回
る
利
益
が
存
在
し

な
け
れ
ば
、
功
利
主
義
的
に
は
正
当
化
さ
れ
な
い
（
ハ
ー
ト
の
表
現
で
は
、「
人

間
の
不
幸
と
自
由
の
制
限
は
害
悪
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
法
に
よ
る
道
徳
の

強
制
は
正
当
化
が
必
要
な
の
で
あ
る
」（H

art 1963: 82

））。
そ
こ
で
、
仮
に

あ
る
行
為
が
道
徳
的
に
不
正
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
を
規
制

す
る
た
め
に
作
っ
た
法
律
に
よ
っ
て
よ
り
多
く
の
不
幸
が
生
み
出
さ
れ
る
の
で

あ
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
法
律
は
作
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
れ

は
ベ
ン
タ
ム
以
来
の
功
利
主
義
の
主
要
な
考
え
方
で
あ
る

）
13
（

。

　

ベ
ン
タ
ム
自
身
は
一
七
八
五
年
頃
に
同
性
愛
擁
護
の
文
章
を
書
い
て
お
り
、

こ
の
文
章
は
一
九
七
八
年
に
初
め
て
公
に
な
っ
た
（C

rom
pton 1978; 

児
玉

二
〇
〇
三
）。
ベ
ン
タ
ム
は
そ
の
中
で
、
同
性
愛
行
為
は
、
当
事
者
間
で
合
意

が
あ
る
か
ぎ
り
、
当
事
者
に
害
悪
を
も
た
ら
す
ど
こ
ろ
か
快
楽
を
も
た
ら
す
も

の
で
あ
り
、
ま
た
、
第
三
者
に
対
し
て
も
、
い
か
な
る
害
悪
も
も
た
ら
さ
な
い

の
で
、
刑
罰
を
科
す
根
拠
が
な
い
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
当
事
者
を
軟
弱

に
す
る
」
と
か
「
人
口
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
」
な
ど
の
、
同
性
愛
に
つ
い
て
当

時
流
布
し
て
い
た
根
拠
が
帰
結
主
義
的
に
見
て
根
拠
が
薄
い
も
の
で
あ
る
こ
と

を
指
摘
し
、
こ
れ
ら
の
根
拠
の
背
後
に
あ
る
動
機
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。

そ
の
犯
罪
の
害
悪
が
非
常
に
間
接
的
で
あ
り
、
し
か
も
極
め
て
不
確
か
で
あ

る
の
に
、
刑
罰
が
非
常
に
苛
酷
で
あ
る
と
き
は
、
そ
う
決
め
た
動
機
は
、
公

言
さ
れ
た
動
機
と
違
う
の
で
は
な
い
か
と
疑
わ
ざ
る
を
得
な
い
。（
…
…
）

簡
単
に
い
え
ば
、
こ
の
場
合
〔
同
性
愛
の
場
合
〕
も
他
の
あ
ま
た
の
事
例
と

お
な
じ
く
、
犯
罪
者
を
刑
罰
に
か
け
よ
う
と
す
る
の
は
、
刑
の
裁
量
権
を
も

つ
者
が
そ
れ
に
対
し
て
反
感
（antipathy

）
を
抱
い
て
い
る
か
ら
と
い
う
の

が
唯
一
の
理
由
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。（C

rom
pton 1978: 93― 4/67― 8

）

　

こ
の
よ
う
に
、
同
性
愛
を
刑
罰
に
よ
っ
て
禁
じ
る
べ
き
だ
と
い
う
議
論
は
、
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結
局
、
そ
れ
に
対
し
て
反
感
を
抱
い
て
い
る
と
い
う
理
由
し
か
残
ら
な
い
だ
ろ

う
と
ベ
ン
タ
ム
は
考
え
る
。
し
か
し
、
反
感
も
確
か
に
苦
痛
を
生
み
出
す
と
い

う
意
味
で
、
刑
罰
の
根
拠
に
な
る
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

だ
が
、
こ
の
よ
う
な
反
感
を
根
拠
に
し
て
、
同
性
愛
行
為
を
刑
罰
に
よ
っ
て
禁

じ
る
こ
と
に
対
し
て
、
ベ
ン
タ
ム
は
次
の
よ
う
に
批
判
し
て
い
る
。

反
感
は
、
そ
れ
が
ど
こ
か
ら
来
た
も
の
で
あ
れ
、
反
感
を
抱
く
の
が
何
名
で

あ
れ
、
反
感
の
対
象
が
彼
ら
の
頭
に
思
い
浮
か
ぶ
時
は
い
つ
も
あ
る
種
の
苦

痛
を
引
き
起
こ
す
。
こ
の
苦
痛
は
、
そ
れ
が
現
れ
る
時
は
い
つ
で
も
間
違
い

な
く
そ
の
犯
罪
の
害
悪
の
せ
い
に
さ
れ
る
。
そ
し
て
そ
れ
が
そ
の
犯
罪
を
罰

す
る
ひ
と
つ
の
理
由
に
な
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
不
愉
快
な
人
々
〔
同
性

愛
者
〕
が
受
け
さ
せ
ら
れ
る
苦
痛
を
見
て
、
彼
ら
を
嫌
悪
す
る
人
々
は
快
感

を
覚
え
る
。
そ
し
て
そ
の
犯
罪
を
罰
す
る
理
由
を
さ
ら
に
付
け
加
え
る
こ
と

に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
を
罰
す
る
こ
と
に
反
対
す
る
二
つ
の
理
由

が
残
る
。問
題
に
な
っ
て
い
る
反
感（
と
、そ
れ
か
ら
派
生
す
る
悪
意
の
欲
求
）

は
、
そ
の
犯
罪
が
本
質
的
に
害
悪
だ
と
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
、
偏
見
に
基
づ

い
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
従
っ
て
、
そ
れ
が
誤
っ
た
根
拠
に
基
づ
い
て
い
る

こ
と
を
示
す
考
察
を
明
ら
か
に
し
さ
え
す
れ
ば
、
反
感
は
も
は
や
苦
痛
で
は

な
い
範
囲
に
ま
で
緩
和
さ
れ
、
軽
減
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。（
…
…
）
つ

ま
り
、
処
罰
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
る
こ
と
が
、
こ
の
場
合
、
あ
る
い

は
ど
の
場
合
で
も
、
処
罰
す
る
の
に
十
分
な
根
拠
と
し
て
認
め
ら
れ
る
な
ら

ば
、
処
罰
に
際
限
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
。
君
主
制
の
原
理
で
は
、
主

権
者
が
嫌
い
な
人
を
処
罰
す
る
こ
と
は
正
し
い
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
人

民
主
義
の
原
理
で
も
、
す
べ
て
の
人
、
あ
る
い
は
少
な
く
と
も
そ
れ
ぞ
れ
の

社
会
の
多
数
派
が
同
様
の
理
由
で
す
べ
て
の
人
を
処
罰
す
る
の
は
正
し
い
こ

と
に
な
っ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。（C

rom
pton 1978: 97/74― 5

）

こ
こ
で
は
い
く
つ
か
の
こ
と
が
言
わ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
反
感
の
苦
痛
は
確
か

に
存
在
す
る
が
、
そ
れ
が
依
存
す
る
信
念
が
誤
っ
て
い
る
こ
と
を
示
せ
る
な
ら

ば
、
反
感
の
苦
痛
は
軽
減
す
る
か
、
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
よ

う
に
反
感
の
妥
当
性
を
問
う
こ
と
な
く
、
反
感
の
存
在
を
無
批
判
に
刑
罰
の
正

当
化
根
拠
（
の
一
つ
）
と
み
な
す
な
ら
ば
、
異
端
者
の
火
あ
ぶ
り
も
含
む
あ
ら

ゆ
る
刑
罰
が
正
当
化
さ
れ
か
ね
な
い
と
い
う
こ
と
。
そ
し
て
、
民
主
主
義
の
場

合
に
は
、
反
感
の
苦
痛
を
刑
罰
の
根
拠
と
み
な
す
こ
と
は
世
論
に
よ
る
専
制
に

つ
な
が
る
こ
と
で
あ
る
。
偏
見
に
基
づ
い
た
反
感
は
そ
れ
が
誤
っ
た
信
念
（
た

と
え
ば
、
上
で
見
た
よ
う
に
「
同
性
愛
は
当
事
者
を
軟
弱
に
す
る
」「
人
口
に

悪
影
響
を
及
ぼ
す
」
な
ど
）
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
を
示
せ
れ
ば
そ
の
苦
痛
を

減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
か
ら
、
功
利
主
義
的
に
見
れ
ば
、
そ
の
よ
う

な
反
感
に
基
づ
く
刑
罰
に
よ
っ
て
さ
ら
な
る
苦
痛
を
生
み
だ
す
よ
り
も
、
反
感

を
な
く
す
こ
と
に
よ
っ
て
苦
痛
を
減
ら
し
た
方
が
よ
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ

ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
上
で
見
た
ベ
ン
タ
ム
の
刑
罰
の
根
拠
か
ら
は
反
感
の
苦
痛

が
外
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

ウ
ォ
ル
フ
ェ
ン
デ
ン
報
告
に
お
い
て
も
、
全
く
同
じ
趣
旨
の
事
柄
が
述
べ
ら

れ
て
い
た
。
同
性
愛
行
為
が
社
会
の
健
全
さ
を
脅
か
す
と
い
う
批
判
に
対
し

て
、
報
告
書
は
、
こ
の
種
の
行
為
が
道
徳
心
の
喪
失
や
文
明
の
退
廃
を
招
き
、

民
族
の
衰
退
凋
落
に
至
ら
し
め
る
と
い
う
見
解
に
は
、
こ
れ
を
支
え
る
だ
け
の
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証
明
を
見
出
さ
な
か
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
種
の
主
張
の
根
底

に
あ
る
の
は
、「
不
自
然
な
も
の
、
罪
悪
的
な
も
の
、
不
愉
快
な
も
の
と
み
な

さ
れ
て
い
る
事
柄
に
対
す
る
嫌
悪
感
の
表
明
」
に
過
ぎ
な
い
と
し
て
、
次
の
よ

う
に
主
張
す
る
。

し
か
し
、
道
徳
的
確
信
や
本
能
的
感
覚
は
、
そ
れ
が
い
か
に
強
い
も
の
で

あ
っ
て
も
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
無
視
し
た
り
、
こ
の
種
の
私
的
な
性

的
行
為
を
刑
法
の
範
囲
内
に
置
い
た
り
す
る
こ
と
を
正
当
化
す
る
根
拠
で
は

な
い
。（
報
告
書
四
四
頁
。
訳
は
井
上
一
九
六
二

：

一
〇
九
を
参
照
し
た
）

　

同
様
に
、
ウ
ォ
ル
フ
ェ
ン
デ
ン
報
告
と
ベ
ン
タ
ム
の
刑
罰
論
を
結
び
付
け
る

試
み
を
し
た
ヒ
ュ
ー
ズ
も
、
デ
ブ
リ
ン
の
「
仮
に
そ
れ
〔
同
性
愛
行
為
に
対
す

る
嫌
悪
〕
が
、
わ
れ
わ
れ
の
社
会
の
本
当
の
感
情
で
あ
る
な
ら
、
同
性
愛
を
根

絶
す
る
権
利
を
な
ぜ
社
会
が
持
た
な
い
と
言
え
る
の
か
、
わ
た
し
に
は
わ
か
ら

な
い
」
と
い
う
主
張
に
対
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

ベ
ン
タ
ム
的
立
場
か
ら
要
請
さ
れ
る
こ
と
は
、
刑
法
の
い
か
な
る
部
分
も
、

そ
れ
が
存
在
し
て
い
る
か
ら
と
か
、
長
い
間
存
在
し
て
き
て
い
る
か
ら
と
い

う
こ
と
だ
け
で
、
無
反
省
に
受
け
入
れ
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。（
…
…
）
現
行
法
の
検
討
や
法
案
に
つ
い
て
の
討
議
が
行
わ
れ
る
際
に

重
要
な
こ
と
は
、
そ
の
法
律
が
保
護
す
べ
き
価
値
を
で
き
る
だ
け
明
確
に
す

る
こ
と
、
禁
止
さ
れ
る
行
為
が
こ
れ
ら
の
価
値
に
与
え
る
害
悪
を
慎
重
に
検

討
す
る
こ
と
、
ま
た
法
律
的
に
禁
止
す
る
こ
と
が
ど
の
ぐ
ら
い
有
効
か
に
つ

い
て
慎
重
に
検
討
す
る
こ
と
で
あ
る
。
あ
る
行
為
に
つ
い
て
の
社
会
に
お

け
る
嫌
悪
や
反
発
の
感
情
は
、
こ
の
討
議
に
お
い
て
考
察
さ
れ
る
べ
き
一
つ

の
要
因
で
は
あ
っ
て
も
、
そ
れ
以
上
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
行
為
お
よ
び
法

律
的
禁
止
の
社
会
的
帰
結
に
つ
い
て
の
慎
重
な
検
討
に
取
っ
て
代
わ
る
も
の

で
は
あ
り
え
ず
、
も
し
こ
の
検
討
に
よ
っ
て
、
行
為
を
嫌
悪
す
る
多
数
者

の
判
定
と
は
反
対
の
結
論
が
出
る
な
ら
ば
、
そ
の
多
数
者
の
感
情
は
無
視

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
無
視
す
る
こ
と
で
、
禁
止
す
る
よ
り
も
有
害

な
混
乱
や
動
揺
を
招
か
な
い
か
ぎ
り
は
。（H

ughes 1962: 682. 

訳
は
井
上

一
九
六
二

：

一
四
五
を
参
照
し
た
）

　

こ
の
よ
う
に
、
ウ
ォ
ル
フ
ェ
ン
デ
ン
報
告
お
よ
び
そ
れ
を
支
持
す
る
論
者

は
、
帰
結
主
義
的
考
慮
お
よ
び
議
論
の
合
理
性
を
重
視
す
る
と
同
時
に
、
一
般

人
の
感
情
あ
る
い
は
世
論
を
根
拠
に
法
的
規
制
を
行
う
こ
と
を
批
判
す
る
点
で

共
通
し
て
い
る
。
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
ハ
ー
ト
が
実
定
道
徳
と
批
判
道
徳
を

区
別
し
た
の
も
同
じ
理
由
か
ら
で
、
法
に
よ
る
道
徳
の
強
制
の
問
題
に
関
し

て
、
一
般
の
人
々
が
ど
う
思
っ
て
い
る
か
と
い
う
事
実
の
問
題
と
は
異
な
る
次

元
で
、
同
性
愛
を
禁
止
す
る
ど
の
よ
う
な
規
範
的
根
拠
が
あ
り
う
る
か
を
問
う

た
め
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

（
2
）
デ
ブ
リ
ン
の
立
場
と
常
識
道
徳

　

功
利
主
義
者
か
ら
す
る
と
、
デ
ブ
リ
ン
の
立
場
は
事
実
と
価
値
の
問
題
を
混

同
し
た
、ま
っ
た
く
混
乱
し
た
議
論
と
い
う
こ
と
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。
だ
が
、

デ
ブ
リ
ン
は
、以
上
の
よ
う
な
功
利
主
義
的
な
批
判
に
対
し
て
全
く
譲
歩
せ
ず
、
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そ
れ
以
降
の
論
文
で
も
自
分
の
立
場
を
堅
持
し
た
。
デ
ブ
リ
ン
は
一
九
六
一
年

の
別
の
講
演
の
中
で
、「
道
理
の
わ
か
る
人
」
と
い
う
先
に
紹
介
し
た
議
論
と

同
じ
話
を
説
明
し
た
あ
と
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

わ
た
し
が
こ
こ
で
問
題
に
し
た
い
の
は
、
わ
た
し
が
今
述
べ
た
考
え
方
に
対

し
て
、
多
く
の
哲
学
者
や
大
学
の
法
学
者
た
ち
が
示
し
た
反
応
で
あ
る
。
彼

ら
は
こ
の
考
え
方
が
大
嫌
い
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
こ
れ
で
は
、
道
徳
が
事
実

の
問
題
の
レ
ベ
ル
へ
と
引
き
下
げ
ら
れ
て
し
ま
う
、
と
思
っ
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、
Ｈ
・
Ｌ
・
Ａ
・
ハ
ー
ト
教
授
が
理
性
主
義
的
道
徳
と
呼
ん
だ
も

の―

わ
た
し
は
こ
れ
を
、
道
徳
的
問
い
に
つ
い
て
研
究
し
、
そ
の
答
え
が

何
で
あ
る
べ
き
か
に
つ
い
て
長
々
と
考
え
た
人
々
に
よ
る
理
性
的
判
断
の
う

ち
に
具
現
化
さ
れ
た
道
徳
だ
と
考
え
る―

が
、
街
を
行
く
人
の
不
合
理
な

偏
見
や
感
情
を
混
ぜ
合
わ
せ
た
一
般
人
の
道
徳
の
一
吹
き
に
よ
っ
て
吹
き
飛

ば
さ
れ
て
し
ま
う
、
と
。
社
会
は
過
去
に
魔
女
狩
り
を
許
し
、
異
端
者
を
焼

き
殺
し
て
き
た
。
こ
れ
は
道
徳
の
名
の
下
に
行
わ
れ
て
き
た
の
で
は
な
か
っ

た
か
、
と
。
今
日
で
も
、
人
を
肌
の
色
で
差
別
す
る
こ
と
を
許
す
道
徳
基
準

を
持
つ
社
会
が
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
そ
の
こ
と
を
受
け
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
だ
ろ
う
か
、
と
。
正
と
不
正
を
区
別
す
る
さ
い
に
、
理
性
は
何
の
役

割
も
果
た
さ
な
い
の
だ
ろ
う
か
、
と
。（D

evlin 1965: 91

）

　

デ
ブ
リ
ン
に
よ
れ
ば
、
こ
の
論
争
の
背
後
に
あ
る
よ
り
大
き
な
現
代
的
問
題

は
、「
宗
教
的
権
威
が
存
在
し
な
い
状
況
に
お
い
て
、
道
徳
的
基
準
は
い
か
に

し
て
決
め
ら
れ
る
べ
き
か
」
と
い
う
問
い
で
あ
る
と
い
う
（ibid.: 92

）。
こ
の

問
い
に
対
し
て
、「
理
性
に
よ
っ
て
」
と
述
べ
る
こ
と
は
、
実
践
的
に
は
、
こ

れ
ま
で
に
理
性
に
よ
っ
て
唯
一
の
真
理
が
見
つ
か
っ
て
い
な
い
と
い
う
困
難
が

あ
り
、
理
論
的
に
は
、
仮
に
理
性
に
よ
っ
て
見
つ
か
る
の
が
神
の
法
だ
と
す
れ

ば
、世
俗
社
会
に
お
い
て
は
認
め
ら
れ
ず
、ま
た
仮
に
理
性
に
よ
る
法
が
エ
リ
ー

ト
の
意
見
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
平
等
で
自
由
な
民
主
主
義
社
会
に
お
い

て
は
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
困
難
に
直
面
す
る
。
つ
ま
り
、
デ
ブ
リ
ン
は
、
理

性
主
義
的
道
徳
を
持
ち
だ
す
こ
と
で
、
実
質
的
に
エ
リ
ー
ト
が
自
分
た
ち
の
考

え
を
特
権
化
し
よ
う
と
す
る
こ
と
に
異
論
を
唱
え
て
い
る
と
言
え
る
。「
民
主

主
義
社
会
に
お
い
て
は
、
道
徳
的
問
い
を
決
め
る
に
あ
た
っ
て
、
教
養
人
を
別

の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
入
れ
る
こ
と
〔
教
養
人
を
特
別
扱
い
す
る
こ
と
〕
は
で
き
な

い
」（ibid.: 94

）
と
し
て
、
デ
ブ
リ
ン
は
教
養
人
に
次
の
よ
う
な
警
告
を
発
し

て
い
る
。

彼
〔
教
養
人
〕
は
通
常
の
人
よ
り
も
、
説
得
の
能
力
に
長
け
て
い
る
と
い
う

利
点
を
持
っ
て
い
る
し
、
ま
た
そ
う
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
わ
た
し
は
、
単
に

推
論
の
力
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
も
し
彼
が
効
果
的
に
や
ろ

う
と
す
る
な
ら
、彼
は
教
え
る
だ
け
で
は
な
く
説
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
理
性
が
通
常
の
人
の
唯
一
の
案
内
人
で
は
な
い
こ
と
を
受
け
入
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ロ
ス
ト
ウ
学
長

）
14
（

曰
く
、「
社
会
の
共
通
道
徳
は
い
つ
で

も
、
習
慣
と
信
念
、
理
性
と
感
情
、
経
験
と
偏
見
の
混
合
物
で
あ
る
」。
教

養
人
が
理
性
し
か
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
ま
た
彼
が
慣
習
を

軽
蔑
し
、
感
情
の
強
さ
を
無
視
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
ま
た
彼
が
「
偏
見
」
や

「
不
寛
容
」
と
い
う
言
葉
を
不
名
誉
で
な
い
意
味
を
一
切
持
た
な
い
言
葉
と
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み
な
し
、
宗
教
的
信
念
に
盲
目
で
あ
る
な
ら
ば
、
彼
は
ア
カ
デ
ミ
ア
の
外
に

出
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
と
い
う
の
は
、
も
し
外
に
出
る
な
ら
、
彼
は

自
分
の
理
解
で
き
な
い
力
と
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
か
ら
。

（
…
…
）
そ
の
よ
う
な
人
が
裁
判
官
や
立
法
者
に
対
し
て
、
自
分
が
不
合
理

だ
と
思
う
法
を
作
っ
て
い
る
こ
と
を
非
難
し
、
ま
る
で
民
主
主
義
社
会
に
お

い
て
自
分
た
ち
が
理
性
の
み
を
備
え
た
行
為
者
で
あ
り
、
一
国
民
の
思
想
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
振
る
舞
う
の
は
、
幼
稚
な
考
え
方
で

あ
る
。（ibid.: 95― 6

）

　

ハ
ー
ト
・
デ
ブ
リ
ン
論
争
は
、
現
役
の
法
学
者
と
現
役
の
裁
判
官
の
間
で
起

き
た
論
争
で
あ
っ
た
た
め
、
こ
う
し
た
デ
ブ
リ
ン
の
発
言
は
、「
ハ
ー
ト
の
議

論
は
間
違
っ
て
い
る
、
な
ぜ
な
ら
彼
は
大
学
人
で
あ
り
裁
判
官
で
は
な
い
か
ら

だ
」
と
い
う
形
の
人
身
攻
撃
と
読
め
る
と
こ
ろ
も
な
く
は
な
い
。
し
か
し
、
そ

れ
を
差
し
引
い
て
も
、
デ
ブ
リ
ン
が
最
初
の
講
演
か
ら
述
べ
て
い
た
「
道
理
の

わ
か
る
人
（reasonable m

an

）」
と
「
理
性
的
な
人
（rational m

an

）」
の
区

別
に
は
真
剣
に
考
え
る
べ
き
と
こ
ろ
が
あ
る
。
デ
ブ
リ
ン
に
よ
れ
ば
、
理
性
主

義
的
な
哲
学
者
は
一
般
人
の
反
感
を
「
偏
見
」
と
呼
ん
で
切
り
捨
て
る
が
、
共

通
道
徳
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
理
性
主
義
的
道
徳
（
ハ
ー
ト
の
言
う
批
判
道
徳
）

は
、
哲
学
者
が
「
理
性
」
の
名
の
下
に
勝
手
に
作
り
出
し
た
も
の
で
あ
り
、
わ

れ
わ
れ
が
な
す
べ
き
こ
と
を
そ
れ
に
よ
っ
て
決
め
る
根
拠
は
十
分
に
示
さ
れ
て

い
な
い
。
む
し
ろ
、
共
通
道
徳
あ
る
い
は
常
識
の
中
か
ら
、
良
質
な
と
こ
ろ
を

掬
い
出
し
、
そ
れ
を
わ
れ
わ
れ
の
指
針
に
す
る
方
が
、
し
っ
か
り
と
地
に
足
の

着
い
た
（terra firm

a

）
論
拠
と
な
り
う
る
（ibid.: 125

）。
こ
の
よ
う
な
デ
ブ

リ
ン
の
主
張
は
、
功
利
主
義
者
と
対
峙
し
て
き
た
直
観
主
義
者
の
主
張
に
明

ら
か
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
。
直
観
主
義
者
の
ロ
ス
（Sir W

illiam
 D

avid 

R
oss, 1877― 1971

）
の
主
張
を
引
用
し
て
お
こ
う
。

道
徳
的
問
題
に
つ
い
て
「
わ
れ
わ
れ
は
実
際
に
ど
う
思
っ
て
い
る
か
（w

hat 

w
e really think

）」
と
い
う
の
を
利
用
し
て
、
あ
る
理
論
を
退
け
る
仕
方
を
、

間
違
っ
て
い
る
と
す
る
考
え
方
も
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
の
現
在
の
道
徳
的
意
識

を
解
釈
す
る
だ
け
に
満
足
す
べ
き
で
は
な
く
、
理
論
に
照
ら
し
て
現
存
の
道

徳
的
意
識
を
批
判
す
る
こ
と
を
目
指
す
べ
き
で
あ
る
、
と
。（
…
…
）
実
際

の
と
こ
ろ
、
道
徳
的
問
題
に
つ
い
て
「
わ
れ
わ
れ
は
こ
う
思
う
」
と
述
べ
る

も
の
に
は
、
わ
れ
わ
れ
が
思
う

0

0

の
で
は
な
く
知
っ
て
い
る

0

0

0

0

0

こ
と
が
か
な
り

入
っ
て
お
り
、
こ
れ
こ
そ
が
、
道
徳
理
論
の
正
し
さ
を
検
証
す
る
基
準
に
な

る
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
理
論
に
よ
っ
て
検
証
さ
れ
る
の
で
は
な
い
、
と
主
張

し
た
い
。（R

oss 1930: 40― 1. 

強
調
は
引
用
者
に
よ
る
）

　

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
実
定
道
徳
を
批
判
道
徳
と
切
り
離
し
て
考
え
る

ハ
ー
ト
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
、
そ
の
よ
う
な
厳
格
な
区
別
を
す
る
こ
と
な
く
一
般

人
の
思
考
の
中
か
ら
あ
る
べ
き
道
徳
を
取
り
出
そ
う
と
す
る
デ
ブ
リ
ン
の
ア
プ

ロ
ー
チ
は
、
方
法
論
的
に
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
。
一
言
で
言
え

ば
、
上
の
「
宗
教
的
権
威
が
存
在
し
な
い
状
況
に
お
い
て
、
道
徳
的
基
準
は
い

か
に
し
て
決
め
ら
れ
る
べ
き
か
」
と
い
う
問
い
に
対
し
て
、
ハ
ー
ト
は
「
理
性

に
よ
っ
て
」
と
答
え
、デ
ブ
リ
ン
は
「
常
識
に
よ
っ
て
」
と
答
え
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
は
、
道
徳
に
お
い
て
理
論
が
常
識
に
優
先
す
る
と
い
う
功
利
主
義
的
な
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考
え
と
、
常
識
が
理
論
に
優
先
す
る
と
い
う
直
観
主
義
的
な
考
え
の
対
立
を
見

て
取
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

ま
と
め

　

以
上
、
ウ
ォ
ル
フ
ェ
ン
デ
ン
報
告
を
契
機
と
す
る
、
法
に
よ
る
道
徳
の
強
制

を
め
ぐ
る
ハ
ー
ト
と
デ
ブ
リ
ン
の
論
争
を
簡
単
に
見
て
き
た
。
田
中
成
明
が
論

評
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
論
争
を
通
じ
て
見
え
て
き
た
の
は
、
法
哲
学
（
あ

る
い
は
社
会
哲
学
、
政
治
哲
学
）
に
お
い
て
、「
個
人
道
徳
を
重
視
す
る
〔
ミ

ル
流
の
〕
自
由
主
義
的
立
場
が
、
社
会
道
徳
を
重
視
す
る
新
旧
両
潮
流
に
よ
っ

て
挟
撃
さ
れ
て
い
る
状
況
」
で
あ
る
（
田
中
一
九
九
四

：
一
三
九
）。
つ
ま
り
、

ミ
ル
的
な
自
由
主
義
の
右
側
に
は
社
会
道
徳
の
強
制
を
求
め
る
保
守
主
義
的
な

リ
ー
ガ
ル
・
モ
ラ
リ
ズ
ム
が
、
左
側
に
は
社
会
正
義
・
福
祉
国
家
の
名
の
下
に

個
人
の
生
活
に
介
入
し
よ
う
と
す
る
パ
タ
ー
ナ
リ
ズ
ム
が
あ
る
と
い
う
理
解
で

あ
る
。
し
か
し
、
倫
理
思
想
史
的
な
流
れ
で
見
れ
ば
、
功
利
主
義
と
直
観
主
義

の
対
立
図
式
が
こ
こ
で
も
存
続
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
両

者
を
英
国
の
倫
理
思
想
史
の
中
に
位
置
づ
け
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
大
き
な
文

脈
の
中
で
そ
れ
ぞ
れ
の
主
張
を
吟
味
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
と
く
に
、

デ
ブ
リ
ン
の
保
守
主
義
的
な
議
論
を
直
観
主
義
の
伝
統
に
位
置
付
け
る
こ
と
に

よ
り
、
人
々
の
「
真
正
な
嫌
悪
感
」
す
な
わ
ち
直
観
を
重
視
し
、
功
利
主
義
的

な
批
判
道
徳
の
基
礎
づ
け
を
問
題
視
し
た
彼
の
立
場
が
、
よ
り
説
得
力
の
あ
る

も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
う
る
だ
ろ
う
。

　

最
後
に
、
こ
の
論
争
が
今
日
の
日
本
に
と
っ
て
持
つ
意
味
を
述
べ
て
お
き

た
い
と
思
う
。
日
本
で
は
、
英
国
の
ウ
ォ
ル
フ
ェ
ン
デ
ン
報
告
が
出
た
の
と
同

時
期
に
「
チ
ャ
タ
レ
ー
裁
判
」
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
作
家
の
伊
藤
整
が
翻
訳

し
た
Ｄ
・
Ｈ
・
ロ
ー
レ
ン
ス
の
『
チ
ャ
タ
レ
イ
夫
人
の
恋
人
』
が
、
刑
法
第

一
七
五
条
の
「
わ
い
せ
つ
文
書
」
と
し
て
摘
発
さ
れ
、
伊
藤
と
版
元
小
山
書
店

の
小
山
久
二
郎
が
一
九
五
七
年
三
月
に
最
高
裁
で
有
罪
と
な
っ
た
事
件
で
あ

る
。
井
上
（
一
九
六
二
）
が
言
及
し
て
い
る
よ
う
に
、
最
高
裁
判
決
で
は
、「
相

当
多
数
の
国
民
層
の
倫
理
的
感
覚
が
麻
痺
し
て
お
り
、
真
に
猥
褻
な
も
の
を
猥

褻
と
認
め
な
い
と
し
て
も
、
裁
判
所
は
良
識
を
そ
な
え
た
健
全
な
人
間
の
観
念

で
あ
る
社
会
通
念
の
規
範
に
従
っ
て
、
社
会
を
道
徳
的
退
廃
か
ら
守
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
け
だ
し
法
と
裁
判
と
は
社
会
的
現
実
を
必
ず
し
も
常
に
肯
定
す

る
も
の
で
は
な
く
病
弊
堕
落
に
対
し
て
批
判
的
な
態
度
を
以
て
臨
み
、
臨
床
医

的
役
割
を
演
じ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
」
と
あ
り
、デ
ブ
リ
ン
の
言
う
「
道

徳
の
守
護
者
」
と
し
て
の
役
割
を
裁
判
所
が
担
っ
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い

る
。
ま
た
、
加
茂
直
樹
が
「
性
表
現
と
社
会
」（
一
九
八
五
）
で
詳
し
く
論
じ

て
い
る
よ
う
に
、そ
の
後
「
性
の
自
由
化
と
社
会
通
念
の
変
化
を
背
景
と
し
て
、

性
表
現
も
実
質
的
に
か
な
り
自
由
化
し
て
き
た
」
が
、
こ
の
最
高
裁
判
決
で
示

さ
れ
た
「
徒
ら
に
性
欲
を
興
奮
又
は
刺
激
せ
し
め
、
か
つ
、
普
通
人
の
正
常
な

性
的
羞
恥
心
を
害
し
、
善
良
な
性
的
道
義
観
念
に
反
す
る
も
の
」
と
い
う
猥
褻

の
定
義
は
今
日
ま
で
継
承
さ
れ
て
お
り
、「
社
会
通
念
の
変
化
に
と
も
な
っ
て
、

許
容
さ
れ
る
猥
褻
表
現
の
範
囲
は
広
く
な
っ
て
き
た
〔
が
〕、（
…
…
）
猥
褻
な

も
の
を
規
制
す
る
と
い
う
原
則
は
あ
く
ま
で
も
保
持
す
る
」
と
い
う
立
場
が
貫

か
れ
て
き
た
（
加
茂
一
九
九
一

：

七
七
）。
こ
れ
は
、「
道
徳
的
基
準
は
不
変
で

あ
る
が
、
寛
容
の
限
界
は
変
化
す
る
」
と
い
う
デ
ブ
リ
ン
の
説
明
に
呼
応
し
て
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い
る
と
言
え
る
。

　

一
方
、
英
国
で
は
、
哲
学
者
バ
ー
ナ
ー
ド
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
が
委
員
長
を
務

め
た
「
猥
褻
と
映
画
検
閲
に
関
す
る
委
員
会
報
告
」
が
一
九
七
九
年
に
出
さ

れ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
、
加
茂
（
一
九
九
一
）
が
詳
し
く
紹
介
・
検
討
し
て

い
る
。
報
告
書
で
は
、「
そ
れ
を
見
る
人
々
を
堕
落
、
腐
敗
さ
せ
る
傾
向
を
持

つ
も
の
」
と
い
う
伝
統
的
な
猥
褻
の
定
義
を
用
い
た
規
制
が
実
質
的
に
困
難
に

な
っ
て
い
る
現
状
を
鑑
み
、
こ
れ
を
放
棄
す
る
こ
と
が
勧
告
さ
れ
た
。
こ
の
報

告
書
で
も
、
法
に
よ
る
道
徳
の
強
制
を
め
ぐ
る
ウ
ォ
ル
フ
ェ
ン
デ
ン
報
告
以
降

の
議
論
が
検
討
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
デ
ブ
リ
ン
の
立
場
は
上
記
の
ハ
ー
ト
の
議

論
に
沿
っ
た
議
論
に
よ
っ
て
退
け
ら
れ
、
ウ
ォ
ル
フ
ェ
ン
デ
ン
報
告
と
同
様
、

ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
は
私
的
に
見
る
限
り
は
原
則
と
し
て
個
人
の
自
由
で
あ
る

が
、
公
然
と
販
売
・
展
示
等
を
行
う
こ
と
は
禁
じ
、
ま
た
、
モ
デ
ル
が
一
六
歳

未
満
の
小
児
で
あ
っ
た
り
、
モ
デ
ル
に
暴
力
行
為
が
な
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
は

許
さ
れ
な
い
と
し
た

）
16
）（
15
（

。

　

猥
褻
図
書
の
規
制
の
問
題
は
、
今
日
の
日
本
に
お
い
て
も
引
き
続
き
論
争
の

あ
る
問
題
で
あ
り
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
報
告
の
立
場
を
と
る
の
か
、
デ
ブ
リ
ン
的

な
立
場
を
と
る
の
か
は
、
理
論
的
に
も
実
践
的
に
も
重
要
だ
が
未
解
決
の
問
題

で
あ
る
。
ま
た
、
最
初
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
ハ
ー
ト
・
デ
ブ
リ
ン
論
争
で
明

確
に
な
っ
た
リ
ー
ガ
ル
・
モ
ラ
リ
ズ
ム
や
パ
タ
ー
ナ
リ
ズ
ム
な
ど
が
ど
こ
ま
で

許
さ
れ
る
べ
き
か
と
い
う
問
題
は
、
安
楽
死
や
代
理
出
産
、
あ
る
い
は
夫
婦
別

姓
な
ど
の
是
非
を
め
ぐ
っ
て
、
今
日
で
も
重
要
性
を
失
っ
て
い
な
い
。
倫
理
学

が
理
論
的
で
あ
る
だ
け
で
な
く
実
践
的
で
も
あ
ろ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
ら

の
問
題
に
取
り
組
み
、
解
決
の
一
助
と
な
る
よ
う
努
め
る
べ
き
で
あ
る
。
た
だ

し
、
そ
の
さ
い
、
本
章
の
冒
頭
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
常
識
道
徳
を
め
ぐ
る
功

利
主
義
者
と
直
観
主
義
者
の
論
争
を
理
解
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
と

り
わ
け
、
ア
カ
デ
ミ
ア
の
外
に
出
る
際
に
は
、「
理
性
主
義
的
哲
学
者
」
に
対

し
て
発
し
た
デ
ブ
リ
ン
の
警
告
の
意
味
を
今
一
度
考
え
て
み
る
べ
き
だ
ろ
う
。

注
（
１
）
　

本
稿
は
、
二
〇
一
〇
年
三
月
二
〇
日
に
京
都
女
子
大
学
に
お
い
て
行
わ
れ
た
京
都

生
命
倫
理
研
究
会
で
の
報
告
「
ハ
ー
ト
・
デ
ブ
リ
ン
論
争
再
考
（
加
茂
直
樹
氏
「
法

と
道
徳
の
ノ
ー
ト
」
に
つ
い
て
の
ノ
ー
ト
）」
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
多
く
の
有

益
な
コ
メ
ン
ト
を
し
て
く
れ
た
研
究
会
の
参
加
者
の
方
々
に
感
謝
す
る
次
第
で
あ

る
。

（
２
）
　

と
は
い
え
、同
性
愛
行
為
が
刑
罰
の
対
象
と
な
る
国
も
ま
だ
世
界
に
は
多
く
あ
る
。

International L
esbian, G

ay, B
isexual, Trans and Intersex A

ssociation

の
サ
イ

ト
を
参
照
せ
よ
。http://ilga.org/

（
二
〇
一
〇
年
三
月
三
一
日
最
終
ア
ク
セ
ス
）

（
３
）
　

た
と
え
ば
田
中
成
明
『
法
理
学
講
義
』
の
第
五
章
（
田
中
一
九
九
四
）。

（
４
）
　

報
告
書
は
、
伊
藤
豊
（
二
〇
〇
七
）
に
よ
っ
て
も
詳
し
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
５
）
　

た
だ
し
、
そ
れ
が
同
性
愛
行
為
の
増
加
を
意
味
し
て
い
る
の
か
、
警
察
の
捜
査
能

力
の
高
ま
り
を
意
味
し
て
い
る
の
か
は
明
ら
か
で
な
い
と
報
告
書
は
述
べ
て
い
る

（
報
告
書
四
〇
頁
）。

（
６
）
　

以
上
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
あ
るH

. L
. A

. H
art

の
追

悼
文
よ
り
。
ハ
ー
ト
の
生
涯
に
つ
い
て
はN

icola L
acey

の
伝
記
に
詳
し
い
（L

acey 

2004

）。

（
７
）
　

以
上
、T

he Independent

のO
bituary

（
追
悼
文
）
を
参
考
に
し
た
。
興
味
深

い
こ
と
に
、
こ
の
追
悼
文
に
は
こ
の
論
争
の
こ
と
は
一
言
も
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

（
８
）
　

リ
ス
ナ
ー
は
Ｂ
Ｂ
Ｃ
（
英
国
放
送
協
会
）
が
出
し
て
い
た
週
刊
誌
で
、
一
九
九
一

年
に
廃
刊
と
な
っ
た
。

（
９
）
　

ミ
ル
の
思
想
を
知
っ
て
い
る
人
に
は
こ
の
こ
と
は
明
ら
か
と
思
わ
れ
る
が
、
ウ
ォ

ル
フ
ェ
ン
デ
ン
報
告
や
デ
ブ
リ
ン
の
最
初
の
講
演
に
は
ミ
ル
の
名
前
は
出
て
こ
な
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い
。

（
10
）
ミ
ル
は
『
自
由
論
』
が
出
版
さ
れ
た
と
き
、
五
〇
代
で
あ
っ
た
。

（
11
）
他
者
危
害
原
則
と
不
快
原
則
の
関
係
に
つ
い
て
さ
ら
に
詳
し
く
は
、Feinberg 

1973, ch. 3

を
参
照
せ
よ
。

（
12
）
詳
し
く
は
加
茂
（
一
九
九
一
）
を
参
照
せ
よ
。

（
13
）
ウ
ォ
ル
フ
ェ
ン
デ
ン
報
告
と
ベ
ン
タ
ム
の
刑
罰
論
を
結
び
付
け
る
試
み
は
、
法
学

者
の
ヒ
ュ
ー
ズ
（G

raham
 H

ughes

）
が
一
九
六
二
年
の
「
道
徳
と
刑
法
」
と
い
う

論
文
で
つ
と
に
行
っ
て
お
り
、
井
上
（
一
九
六
二
）
や
加
茂
（
一
九
九
一
）
が
詳
し

く
紹
介
を
行
っ
て
い
る
。
か
い
つ
ま
ん
で
言
え
ば
、
ヒ
ュ
ー
ズ
は
、
ウ
ォ
ル
フ
ェ
ン

デ
ン
報
告
書
に
対
す
る
デ
ブ
リ
ン
の
批
判
は
、「
道
徳
と
法
に
つ
い
て
の
功
利
主
義

あ
る
い
は
ベ
ン
タ
ム
主
義
的
見
解
」
に
対
す
る
批
判
に
他
な
ら
な
い
と
し
て
、
公
的

な
意
思
決
定
に
お
け
る
理
性
的
な
議
論
を
重
視
す
る
ベ
ン
タ
ム
の
帰
結
主
義
的
ア
プ

ロ
ー
チ
に
対
し
て
、
一
般
人
の
感
情
を
重
視
し
て
理
性
の
使
用
を
軽
視
す
る
か
の
よ

う
な
デ
ブ
リ
ン
の
主
張
は
、
非
常
に
危
険
だ
と
述
べ
て
い
る
。

（
14
）
イ
エ
ー
ル
大
学
の
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
の
長
を
務
め
たE

ugene V. R
ostow

（1913―

2002

）
の
こ
と
。
デ
ブ
リ
ン
の
立
場
を
支
持
す
る
次
の
論
文
を
書
い
た
。R

ostow
, 

E
ugene V. T

he E
nforcem

ent of M
orals. C

am
bridge L

aw
 Journal 174 (1960).

（
15
）
以
上
の
ま
と
め
は
、
加
茂
（
一
九
九
一
）
に
基
づ
く
。
ち
な
み
に
、
ヘ
ア
は
ウ
ォ

ル
フ
ェ
ン
デ
ン
報
告
と
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
報
告
を
「
一
貫
し
て
功
利
主
義
的
な
仕
方
で

論
じ
ら
れ
て
い
る
」
と
し
て
誉
め
て
い
る
（H

are 1993: 112

）。
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
は

功
利
主
義
の
批
判
者
で
あ
る
た
め
、
こ
の
評
価
は
半
分
皮
肉
が
混
じ
っ
て
い
る
。

（
16
）
た
だ
し
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
報
告
は
、
ち
ょ
う
ど
サ
ッ
チ
ャ
ー
首
相
が
率
い
る
保
守

党
が
与
党
に
な
っ
た
と
き
に
提
出
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
勧
告
は
あ
ま
り
に
寛

容
す
ぎ
る
と
し
て
棚
上
げ
に
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
結
果
、
一
九
五
九
年
の
法
律

の
猥
褻
の
定
義
が
今
日
に
至
る
ま
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
米
国
に
お
い
て
も

事
情
は
同
様
で
あ
り
、
あ
る
文
書
や
図
画
が
一
九
七
三
年
の
ミ
ラ
ー
対
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
州
判
決
（M

illerv. C
alifornia, 413 U

. S. 15 

（1973

））
に
お
け
る
猥
褻
の
定

義
を
満
た
す
と
判
断
さ
れ
た
場
合
は
、
言
論
の
自
由
を
保
障
す
る
合
衆
国
憲
法
修
正

第
一
条
の
保
護
が
得
ら
れ
な
く
な
る
。
な
お
、
時
代
が
前
後
す
る
が
、
一
九
六
四
年

に
米
国
で
、
フ
ラ
ン
ス
映
画
『
恋
人
た
ち
（L

es A
m

ants

）』
が
猥
褻
映
画
と
し
て

規
制
さ
れ
る
べ
き
か
ど
う
か
が
裁
判
で
争
わ
れ
た
際
、
ポ
ッ
タ
ー
・
ス
チ
ュ
ワ
ー
ト

（Potter Stew
art

）
連
邦
最
高
裁
判
事
は
、
猥
褻
映
画
（
ハ
ー
ド
コ
ア
・
ポ
ル
ノ
）

を
定
義
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、「
見
れ
ば
わ
か
る
（I know

 it w
hen I see it.

）」

と
述
べ
た
（Jacobellis v. O

hio, 378 U
. S. 184, 197 

（1964

））。
こ
の
直
観
主
義
的

な
発
言
の
意
義
に
つ
い
て
、
詳
し
く
はG

ew
irtz

（1996

）
を
参
照
。
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